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用群 3，518人である。平均年齢は 38.6:t9. 7歳であり、重点群と教材群とで差はない。また、 1年
目健診受診時での収縮期血圧および拡張期血圧は両群聞に差は認められなかった。なお、健診時に










ここで、 Xgi tは調整すべき共変量;g=O(教材群)， =1(重点群); tニ0(1年目健診時)， = 1 (2年目健診
時))， =2 (3年目健診時))， =3 (4年目健診時);誤差項E:g;' = (E: g;O' E: g;l' E: g;2' E: g;3)Tは時点聞に相関のあ
る分散構造2:4x4をもっ平均ベクトルゼロの正規分布を仮定している。
このモデルの下では、共変量Xgitで調整した上で、。は l年目健診時での重点群と教材群との聞























































あり、その価値は大きいものと思われる。本研究班の平成 14年度報告書に示された 2年目から 3年











重点群 教材群 重点群 教材群
1年目健診 人数 2169 2936 650 582 
平均年齢 38.8:::!:10.1 39. 1士 9.2 36. 5::!:10. 7 37.9士 8.6
収縮期血圧(凹Hg) 118. 8::!:16. 5 118.7+15.1 108. 8士16.3 108.5士14.9
拡張期血圧(町副g) 72.2:::!:11.4 72. 7+11. 1 64.8::!: 11. 2 65.8土10.1 
2年目健診 人数 1893 2675 567 522 
3年目健診 人数 1683 2438 503 423 
4年目健診 人数 1516 2172 470 397 
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介入前空腹時正常血糖(NG)から空腹時高血糖 (IFG) または糖尿病(DM)~こ、あるいは IFG から DM





































2)糖尿病診断基準委員会:糖尿病の分類と診断基準に関する委員会報告.糖尿病 1999:42; 385-401 
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表 l 重点群、教材群の介入前と 4年目の空腹時血糖値(皿g/dl)(男性全社員)
介入前 空腹時血糖値 4年目(介入後3年)空腹時血糖値
重点群 (1144人) 99.1:t26.1 重点群 (1076人) 99.3:t20.9 
教材群 (2420人) 93.7士16.1 教材群 (2728人) 97.0:t17.8 
p <0.001 p =0.002 
表2 重点群、教材群の3年目と 4年目の空腹時血糖値(mg/dl)(男性40-59歳)
介入前 空腹時血糖値 4年目(介入後3年)空腹時血糖値
重点群 (775人) 102.9:t29.1 重点群 (624人) 102.3:t22.1 
教材群 (1437人) 97.1 :t17.9 教材群 (1439人) 100.5:t20.3 
p <0.001 ns 
表3 重点群、教材群の介入前と 4年目の空腹時血糖値(mg/dl)(女性全社員)
介入前 空腹時血糖値 4年目(介入後3年)空腹時血糖値
重点群 (245人) 90.0土11.6 重点群 (281人) 91.8:t9.1 




重点群 (171人) 91.8:t12.5 重点群 (200人) 93.3:t9.1 
教材群 (286人) 90.6土14.4 教材群 (181人) 92.0士14.5
ns ns 
表5 空腹時血糖区分 (NG、IFG、DMの頻度%) (男性全社員)
初年度 介入3年目 (4年目)
血糖区分 重点群 教材群 重点群 教材群
正常 (NG) 86.4 92.6 90. 1 90.0 
空腹時高血糖(IFG) 8. 2 4. 3 5. 9 5. 5 
糖尿病 (DM) 5.4 3. 1 4.0 4. 5 
表6 空腹時血糖区分 (NG、IFG、DMの頻度%) (女性全社員)
初年度 介入3年目 (4年目)
血糖区分 重点群 教材群 重点群 教材群
正常 (NG) 97. 1 96. 7 97. 7 96. 1 
空腹時高血糖 (IFG) 2.4 1.5 1.7 1.4 
糖尿病 (DM) 0.4 1.8 o. 6 2. 5 
表 7 重点群、教材群の介入前と 4年目の随時血糖値(mg/dl)(男性全社員)
介入前 空腹時血糖値 4年目(介入後3年)空腹時血糖値
重点群 (354人) 106.8:t31.0 重点群 (516人) 103.9:t31.1 




重点群 (198人) 112.2:t34.0 重点群 (218人) 112.1:t33.7 




重点群 (147人) 108.5:t23.4 重点群 (201人) 107.6:t23.9 
教材群 (19人) 84.3:t6.7 教材群 (9人) 85.9:t6.7 
p <0.001 p =0.007 
表 10 重点群、教材群の3年固と 4年目の随時血糖値(mg/dl)(女性40-59歳)
介入前 空腹時血糖値 4年目(介入後3年)空腹時血糖値
重点群 (123人) 109.0士24.3 重点群 (95人) 113.4::t25.8 




重点群 (595人) 97.8:t18.2 100.8+22.6 3.0士13.3
教材群 (1568人) 93.6土16.0 97.9士18.7 4.3:t25.8 




重点群 (441人) 100.0:t18.6 102.3:t23.1 2.3士13.4
教材群 (959人) 96.8:t18.3 100.71:t21.2 4.0土14.1
p{直 ns p =0.003 p =0.035 
表 13 空腹時血糖連続測定者での重点群、教材群の介入前後の空腹時血糖値(mg/dl)(女性全社員)
前年度 次年度 4年目と初年度の差
重点群 (147人) 88.7::!:8.4 91.2::!:9.0 2.5::!:7.6 
教材群 (222人) 88.0::!:9.2 90.5土11.9 2.4:!:7.6 





重点群 (111人) 92.1 :!:8.5 89.5土8.2 2.6::!:7.3 
教材群 (161人) 93.6::!:16.0 88.6::!:10.0 2.8::!:7.9 




4糖年原後病の進 高血糖非進展 度叡 1507 597 2104 
対照群と重点群の% 92.6% 91.4% 92.3% 
展 晶血糖進展 度数 120 56 176 
対照群と重点群の% 7.4% 8.6% 7.7% 
4ロ~三白ムl 度数 1627 653 2280 





4糖年原後病の進 高血糖非進展 度毅 217 151 368 
対照群と重点群の% 97.7% 96.8% 97.4% 
展 晶血糖進展 度数 5 5 10 
対照群と重点群の% 2.3% 3.2% 2.6% 
合計 度数 222 156 378 








































































































対象者数 辛瑚直 標準娃 平均直 標準審華
草，~l耕;t
総コレスアロー :I¥..優厨じ量略!dl 男性骨-59歳 日6/1014 3.5 26.3 3. 1 24.9 
男性封本 1071/1857 4.3 24. 4 5.3 幻.8
女性必ー59歳 却 /163 5.9 24. 1 1. 1 23.1 
女性封本 却5/2回 6.3 24. 3 1. 1 24. 0 
総コレスアロー ノバ直変俗鞘 男性崎-59歳 日6/1014 2.4 12.6 2.3 12.1 
男性封本 1071/1857 2.8 12. 1 3.5 12.3 
女性必--59歳 2担:/1臼 3.5 11. 4 6. 7 12.1 
女性封本 お5/2回 3.8 12.5 6. 7 13. 1 
}乱{酸化量昭/dl 男性40--59歳 自活1/1014 2.8 8. 7 0.8 7.1 
男性封本 1959/1857 1.2 7.4 o. 7 7.2 
女性 4か59歳 お8/1臼 1.9 8.5 O. 7 7.3 
女性封本 305/289 3.2 8. 7 1.9 8. 1 
}乱飽釘回都 男性崎-59歳 246/419 3.5 13.7 2.3 13.9 
男性封本 1203/2589 3. 1 13.6 3.1 13.6 
女性 4か59歳 255/167 3. 7 14. 0 1.5 1. 1 
女性封本 361/339 3.2 14. 5 3.5 12.8 
参考素子ータ
制:人数、 al:総コレステロー ノL値l年目、日也:総コレステロー ノLイ直2年目、田3:総コレステロー ノLイ直
3年目、佃4:総コレステロー ノLイ直4年目、1IDL1ゴ乱コレステロー ノLイ直l年目、回ロゴ肌コレステロール












































































































































































































































































































































































































( 1 ) 目的
重点群と教材群において、 1年目から 4年目の4回の受診者の中性脂肪高値者の推移につ
き明らかにすること。

































男総数 40歳未満 40-59歳 60歳以上
重点群 848 (219) 240 ( 48) 601(170) 
教材群 1676 (532) 795 ( 73) 879 (459) 2 ( 0) 
女総数 40歳未満 40-59歳 60歳以上
重点群 285 ( 40) 59 ( 7) 225 ( 33) 1 ( 0) 
教材群 269 (143) 112( 13) 156 (130) 1 ( 0) 
注:( )内は空腹時採血者
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得られた身長・体重の値等を<表 1>の式 1)に代入し、 24時間当たりの Na、K、Cre排I世量推定値
を求めた。
なお、 Na、K濃度は電極法により、また、 Cre濃度はアノレカリピクリン酸法により測定した。た
だし、平成 11年 11月までに実施した検査については、 Na、K濃度の測定は炎光光度法
(Flame-photometry) により行われている。炎光光度法と電極法による測定値聞には高い正の相
聞があることが確認されている。 (Na: r=O. 999、 K : r=O. 998) 


















24時間尿中Na排世量推定値(mEq/day)=21.98X ((SUNa!(SUCrX10)) XPRCr) 0.392 







1) A simple m巴thodto estimate populational 24-h urinary sodium and potassium excretion using a casual 
urine specimen. J Hum Hyperte町田 2002Feb;16(2) :97-103. 
<表2> 24時間当たりの尿 I~I塩分、 KiM世量推定値(平均値±標準偏差) <男性、全年齢>
NaCl (g/day) K (mmol/day) 
事業所名 人数
ベースライン 2年後 3年後 ベースライン 2年後 3年後
東京A社 175 8.6:t2.3 8. 7:t2. 2 9. 0:t2. 3 44.3:t8.8 44. 1士8.2 46. 0:t8. 7 
福井B社 442 9. 8:t2. 1 9.4:t2.1 9. 6:t2. 1 39.0:t7.5 39. 2:t7. 6 38.6:t7.8 
介
山梨C社 261 9.5:t2.1 9. 3土2.3 9. 3士2.2 43. 1 :t9. 3 44.5士8.5 45. 5:t8. 8 
入 滋賀D社 292 9. 0:t2. 1 9.4士2.1 9. 0:t2. 1 43. 5士8.8 44.1 :t8. 7 42.2:t8.9 
1平
京都E社 152 9.9:t2.3 9. 3:t2. 5 9.6:t2.4 43.9:t9.9 42. 5士8.7 43. 7:t8. 8 
兵庫Ftl: 242 9. 1:t 1. 9 9.0土1.9 9.4:t1.9 36.6:t8.8 35. 7 :t8. 9 34. 7土8.8
ーー ーー ーー -ー---ー ーー ーー ーー ーー ーー ーー ーー ーー ーー ーー ーー ーー ーー ーー ーー 圃ー ーー ーー ーー ーー ーー ーー ーー ーー ーー ーー ーー ーー ーー ーー ーー ーー ーー ーー ーー ーー ーー ーー ーー ーー ーー ーー ーー ーー ーー ーー ーー ーー ーー ーー ーー ーー ーー ーー ーー ーー 四ーー ーー ーー ーー ーー ーー ，ー
全体 1564 9.3:t2.2 9.3:t2.2 9.3:t2.2 41. 2土9.1 41. 3:t8. 9 41.1:t9.3 
千葉GtJ: 757 9. 7:t2. 2 9.8:t2.2 9. 7:t2. 3 44. 5:t9. 1 44.9:19.3 44.4 :t8. 6 
東京I-l社 384 9.1:t2.0 8. 5士1.8 8. 7:t1. 9 44.3:18.4 43.2:18.3 43.5:18.3 
福井 I社 270 8.6:t2.2 8.6:1:2.0 8. 5土2.3 43. 5土8.1 42.8土8.2 43.7:18.6 
対
|陥 福jl:J社 251 8.8:12.0 8.8:1:2.2 8.7:12.1 42.8:18.7 43.2:17.7 44.2:t9.2 
1t'(; 
山梨K社 43. 4:t9. 1 419 8.7:12.1 9. 3:!:2. 2 9.1:12.1 4l. 8:t9. 3 43.6:19.1 
大阪L社 192 8. 3士2.2 8. 8:!:2. 2 8. 7士2.2 40.4士7.3 44.2:17.2 44.3:17.6 
ーー ーー ーー ーー ーー ーー ーー ーー ーー ーー ーー ーー ーー ーー ーー ーー ーー ーー ーー ーー ーー ーー ーー ーー ーー ーー ーー ーー ーー ーー ーー ーー ーー ーー ーー 『ーー ーー ーー ーー ーー ーー ーー ーー ーー ーー 『・ー ーー ーー ーー ーー ーー ーー -ー--再ー ーー ーー ーー ーー ーー ーー -ー---ー ーー -ー---ー
全体 2276 9.1:12.2 9.1:12.2 9.1:t2.2 43. 3土8.8 43. 9:t8. 6 43.9士8.6
<表3> 24時間当たりの尿中車分、 K却I:tlt量推定値(平均値±標準偏差) <女性、全年齢>
事業所名
NaCl (g/day) K (mmol/ day) 
人数
ベースライン 2年後 3年後 ベースライン 2年後 3年後
東京AfJ: 29 8. 1 :1l. 9 8. 1 :t1. 6 8. 1士l.9 42. 9:t 10.3 41. 0:18. 2 43.5:19.9 
桶)1:13ネ| 225 9.4:12.1 9.0:1:2.3 8. 9:!:2. 0 39. 5:!:8. 2 38. 7:!:9. 0 37. 9土8.3 
介
山梨Cfl 23 8.7 :!:2. 1 9. 2:t:2. 8 8.9:t2.4 41. 2:!:9. 5 45.4 :!:9. 6 43. 1 :t8. 8 
人 ifH~ [J干l 41 日.5:!: 1. 9 8. 5:t 1. 9 8.6:!:1.7 42.0土8.6 42.8::!::7.5 44. 0:!:6. 3 
1咋
京都EfJ 69 9.0:t1.8 8. 7土2.2 9. 1:!: 2. 1 42.6:t7.1 42. 9:t8. 3 14. 0:t6. 7 
兵JIfド十| 84 8. 6:!: 1. 8 8. 7:t:2. 0 8. 8士1.7 31. 2:!:6. 7 32. 1 :!:8. 2 33. 5:!:7. 1 
ーー ーー ーー ーー ーー ーー ーー ーー ーー ーー ーー ーー --司--ー ーー ーー ーー ーー ーー ーー ーー ーー ーー ーー ーー ーー ーー -ー ーー ーー ーー ーー ーー 画ーー ーー ーー ーー ーー ーー ーー ーー ーー ーー 』ーー ーー ーー ーー ーー ーー ーー 』ーー ーー ーー ーー ーー ーー ーー ーー ーー ーー ーー ーー ーー ーー ーー ーー ー
全体 471 9.0:t2.0 8. 8:t:2. 2 8.9:t2.0 39. 0:!:8. 9 38. 9:!:9. 4 39. 1土8.7 
千葉GfJ 46 9.5:12.1 10.0:t2.1 9.5:1:し8 41. 7:1 10.3 44.0:19.7 42. 9:t6. 7 
東京H社 58 8.7:t1.8 8.9::!:1.9 8. 4:1 1. 5 41. 9士7.7 14.0:16.9 42.0:17.8 
対 福井 Hl 92 9.2:12.1 9.1士2.0 9.0:12.4 41. 8士8.4 41. 9:18.1 44. 5士8.9
11| 初 1:J社 134 8.6:t2.0 8. 8:t1. 9 8.5:t1.8 42. 1 :t7. 6 42.0土7.8 43. 1 :t7. 5 
山梨昨L 41 9.0土2.3 9.1:12.0 9. 3土2.1 42.9:18.7 44.2 :19.8 43.1 :19.6 
大阪L中1: 22 8.3 :12.7 8. 7j:2. 3 8.8:12.4 43.9:tl0.。12.1 :18.8 42.4:19.8 
ーー ーー ーー ーー ーー ーー ーー 『ー ーー ーー ーー ーー ーー ーー ーー ーー ーー ーー ーー ーー ーー ーー ーー ーー ーー ーー ーー ーー ーー ーー --ー ーー ーー ーー ーー ーー ーー ーー ーー ーー ーー ーー ーー ーー ーー ーー ーー 『ー ーー 『ーー 『ーー ーー ーー ーー ーー ーー 同『ー ーー ーー ーー ーー ーー ーー ーー ーー ーー ーー




<表4> 24時間当たりの尿中塩分、 K排世量推定値(平均値±標準偏差) <男性、 40歳以上>
NaCl (g /day) K (mmol/ day) 
事業所名 人数
ベースライン 2年後 3年後 ベースライン 2年後 3年後
東京A社 76 8. 3土2.0 8.2士1.8 8. 8:t2. 1 46.1:t7.7 46. 7:t6. 6 47.1 :t8. 2 
福井B社 145 9. 9:t2. 1 9. 7:t2. 3 9. 7:t2. 3 39. 5士8.2 39. 1土8.4 38.6土7.5 
介
山梨C社 67 9. 2:t2. 1 9.3:t2.4 9.0:t2.4 43.8士8.3 45.5:t7.1 45. 6:t8. 1 
入 滋賀D杜 137 9. 4:t2. 1 9.4土2.0 9. 3士2.1 45.9土8.0 45.7 :t8. 2 44. 1士8.8
1昨
京都E社 43 9. 5:t2. 3 9. 2v2. 7 9. 7:t2. 5 44.8士9.5 43.3:t8.6 43. 7:t7. 7 
兵庫F社 126 9.2:t1.9 9.0:t1.9 9.6:t1.9 35.9士8.8 35. 2:t8. 3 34. 7:t8. 1 
ーー ーー ーー ーー ーー ーー ーー ーー ーー ーー ーー ーー ーー ーー ーー ーー ーー ーー ーー ーー ーー ーー ーー ーー ーー ーー ーー ーー 圃ーー -ー--ー 『ー ーー ーー ーー 画ー ーー ーー ーー ーー ーー ーー ーー ーー ーー ーー ーー ーー 『ー司ー ーー ーー ーー ーー ーー ーー ーー ーー ーー ーー ーー ーー ーー ーー 聞ーー ーー 『ー ー
全体 594 9. 3:t2. 1 9.2:t2.2 9.4:t2.2 41. 9:t9. 2 41. 8士9.1 41. 3:t9. 3 
千葉G社 263 9. 8:t2. 1 9. 6:t2. 1 9. 8:t2. 1 46. 2:t9. 2 45.4:t9.2 16. 1 :t8. 2 
東京I社 207 8. 8:t1. 9 8.1:t1. 8 8.6:t1.9 16. 1 :t8. 1 45. 5土8.0 15.1:t7.7 
128 8. 1 :t2. 1 8.4:t1.9 8.2:t2.J 44.6士47.7 14.5:t7.7 44.9:t8.5 
!照柿)1一J社 106 8.5:t1.9 8.6:t1.9 8.6:t1.8 44.4:t7.5 11. 6:t6. 7 !J5. 5:1:7. 8 
ll'~ 
山梨K社 126 9. 4:t:1. 8 10. 0:t2. 0 9. 9:t 1. 9 45.4士8.2 47.5士8.3 47. 0:t8. 5 
大阪L干上 81 7.6:t1.9 8.1:t 2.0 8. 2士2.0 40. 7:t6. 6 45.2:t7.2 16. 2士6.9
ーー ーー ーー -ー--司ー ーー ーー ーー 圃ー ーー ーー ーー ーー ーー ーー ーー ーー ーー ーー 司ー ーー ーー ---ー ーー ーー ーー ーー ーー ーー ーー 聞ーー ーー ーー 『帽ー --ー 『ー ーー 四ー回ー ーー ーー ---------ー ーー ーー ーー ーー ーー ーー ーー ーー ーー ーー ーー ーー ーー ーー ーー 『ーー ーー ーー ーー
全体 911 8. 9:t2. 1 9. 0:t2. 1 9. 0:t2. 1 45. 1 :t8. 3 45. 5:t8. 2 !J5.8士8.0
<表5> 24時間当たりの尿'1"塩分、 KjMll1:量推定値(干-均値±標準偏差) <女性、 40蔵以上>
NaCl (g/day) K (mmollday) 
事業所4"1 人数
ベースライン 2年後 3"1宅後 ベースライン 2年後 3イ1二後
東j~(A干1: a 7.6:t1.7 7. 4:t2. 0 7.0:t1.6 45. 2:t 12.1 39.1:t6.5 41. 8士7.5 
桶;nI3t上 73 9.7:t2.1 9. 7士2.3 9. O:t:1. 6 40. 3:t8. 7 10. 6:t8. 4 38. 0:t8. 3 
介
山梨C社 6 9.4土2.2 9.2:t1.8 9.2:t2.2 46. l:t 12. 0 45. 1 :t6. 5 43.6:t10.6 
人 滋賀D社 12 9.8:t:1.6 9.1:t:1.6 9. 7:t:1. 2 41.4:t7.0 13. 6:t9. 5 15. 2士!J.8
1下
J;{者liEi上 51 9.2:t1.7 8. 7:t2. 1 9.2:t1.9 43. 9:t7. 1 44.4:t8.3 45.6:t 6.5 
兵HlfI"社 46 9.2土1.6 9.2:t2.0 9.3:t1.3 32.5:t 6.0 34. 2:t8. 7 34.8:t7.5 
『ー田ー ーー ーー 『ー ーー ーー ーー ーー ーー ーー ーー ーー ーー ーー ーー ーー ーー ーー ーー ーー ーー 『ー 『ー ーー ーー ーー ーー ーー ーー ーー ーー ーー ーー ーー ーー ーー ーー ------ー ーー ーー ーー ーー ーー ーー 画ー ーー ーー ーー ーー ーー ーー ーー ーー 圃ーー ーー ーー ーー ーー ーー ーー ーー ーー ーー ーー ーー
全体 196 9.4:t1.9 9. 2:t2. 2 9. 1:t 1. 7 40.0:t9.0 40. 3:t9. 2 40.0士8.6
千葉G社 12 10.0:t:1.8 10. 6:t2. 0 9.9士1.8 48.5 :t6. 8 50. 3:t8. 8 46.5:t5.0 
東京H社 8 8. 4:t1. 8 9.2:t1.7 8.7:t1.8 49.2:t6.5 50. 8:t5. 7 14. 6:t4. 2 
34 8. 7:t2. 1 8.8:t2.0 9.2:t2.5 42. 6:t8. 1 41.8:t8.0 46.8:t10.7 
!照 福井J社 78 7.9:t1.8 8. 8:t 1. 9 8.0士1.6 42. 2:t6. 8 42.9:t7.9 42. 8:t6. 8 
m~ 
山梨川上 6 8. 4:t2. 9 8.3:t2.6 10.5 :t2. 4 43.5:t7.6 41. 7:t9. 3 19. 1:t10. 2 
大阪L社 5 6.9:t1.6 7.!J:t1.0 7. 1士1.5 42. 0:t6. 8 40.9士9.7 43.8:t12.5 
ーー ーー ーー ーー ーー ーー ーー ーー ーー ーー ーー ーー ーー 『ー ーー ーー ーー 『ーー ーー ーー ーー ーー ーー ーー ーー ーー ーー ーー ーー ーー ーー ・ー・・ー ーー ーー ーー ーー ーー ーー ーー ーー ーー ーー ーー ーー ーー ーー ーー ーー ーー ーー ーー ーー ーー ーー ーー ーー ーー ーー ーー ーー ーー ーー -ー---ー ーー ーー ー

















のIX.栄養の 1"-'4とした。解析対象者は、 12事業所(重点群6、教材群 6) で 1年目(ベースラ
イン)時と 4年後の両方の質問票に回答した 19"-'71歳までの男女 5，293名(重点群;男 1，793、









と答えたのは重点群5名 (11覧)、教材群 16名 (24%)で、あった。女性では、ベースライン時にお
いて「ほとんどなしリ「あまりないと思うJと回答した重点群 15名、教材群 4名のうち、 4年目






4年目に「ある程度」または「大変ある」と答えたのは重点群21名 (78覧)、教材群20名 (71%) 
で、「大変ある」と答えたのは重点群 3名 (11見)、教材群 10名 (36%)で、あった。女性では、ベ
ースライン時において「ほとんどなしリ「あまりないと思う」と回答した重点群7名、教材群3名



















教材群441名(37九)、「その通りだと思う j と答えたのは重点群 10名 (1見)、教材群20名(2九)であ
った。女性では、ベースライン時に「全く思わなし、Jrあまり思わなしリと回答した重点群235名、




時に「全く思わなしリ「あまり思わなし日と回答した重点群 216名、教材群 387名のうち、 4年目
に「ある程度思うJiその通りだと思うJと答えたのは重点群 86名 (40粉、教材群 161名(42粉、
「その通りだと思うJと答えたのは重点群5名 (2粉、教材群9名(2免)であった。女性では、ベー
スライン時に「全く思わなしリ「あまり思わなしリと回答した重点群 85名、教材群 81名のうち、




教材群 27%，女性では重点群 39潟、教材群 31%であった。 4年目では、男性で重点群 29児、教材群
27弘、女性では重点群 37潟、教材群 35犯であった。男性では、ベースライン時に「し、いえj と答え
た重点群 1224名、教材群 1630名のうち、 4年目に「はいj と答えたのは重点群 253名(21則、教
材群 294名(18拡)で、あった。女性では、ベースライン時に「し、いえ」と答えた重点群 343名、教材
群 303名のうち、 4年目に「はしリと答えたのは重点群 82名(24九)、教材群 78名(26略)であった。
40-59歳を対象とした 2群の比較(表 2)では、ベースライン時に「はしリと回答したものは、男
性で重点群 32潟、教材群 32児、女性では重点群 43潟、教材群 32免であった。 4年目では、男性で重
点群 39弘教材群 3湖、女性では重点群 46%，教材群 33犯で、あった。男性では、ベースライン時に
「し、いえJと答えた重点群 413名、教材群 616名のうち、 4年目に「はしリと答えたのは重点群
112名(27則、教材群 138名(22免)であった。女性では、ベースライン時に「し、いえj と答えた重




































ほとんどないと思う あまりないと思う ある程度あると思う 大変あると思う 合計
量点群 教材群 重点群 教材群 重点群 教材群 重点群 教材群 量点群 教材群
n% n % n % n % n % n % n % n % n % n % 
3 23.1 3 15.0 4.0 30.8 6 30.0 4 30.8 6 30.0 2 15.4 5 25.0 13 0.8 20 0.9 
o 0.0 2 3.1 11.0 21.6 7 10.9 37 72.5 44 68.8 3 5.9 1 17.2 51 3.3 64 2.7 
11 1.6 10 1.1 26.0 3.9 25 2.7 460 68.9 625 66.3 171 25.6 283 30.0 668 43.4 943 40.2 
6 0.7 3 0.2 6.0 0.7 10 0.8 243 30.1 362 27.5 552 68.4 943 71.5 807 52.4 1318 56.2 
2o 1.3 18 0.8 47.0 3.1 48 2.0 744 48.3 1037 44.2 728 47.3 1242 53.0 1539 100.0 2345 100.0 
o 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 2 66.7 0 0.0 1 33.3 1 100.0 3' 0.5 1 0.2 
o 0.0 0 0.0 4 33.3 1 33.3 6 50.0 2 66.7 2 16.7 0 0.0 12 2.1 3 0.6 
2 0.8 0 0.0 20 8.3 9 4.8 176 73.0 122 64.6 43 17.8 58 30.7 241 43.1 189 40.4 
2 0.7 3 1.1 3 1.0 0 0.0 103 34.0 95 34.5 195 64.4 177 64.4 303 54.2 275 58.8 

















全く協力的でない あまり協力的ではない ある程度協力的である 大変協力的である 家族と同居していない 合計
一一重皇量一一一整宜主一一一重車整一一一望萱笠一一一塁昼登一一一整笠豊一一一重皇皇一一一塾盟主一一一重皇笠一一一塾宣笠一一一重皇豊一一一盟主一
n % n % n % n % n % n % n % n % n % n % n % n % 
314.3 619.4 314.3 825.8 1047.6 1 35.5 523.8 3 9.7 0 0.0 3 9.7 21 1.3 31 1.3 
6 6.3 7 5.4 34 35.8 42 32.3 44 46.3 71 54.6 7 7.4 6 4.6 4 4.2 4 3.1 95 6.0 130 5.6 
9 1.2 6 0.6 40 5.3 53 5.3 565 74.4 763 76.5 127 16.7 161 16.1 18 2.4 15 1.5 759 48.2 998 43.3 
4 0.6 5 0.6 3 0.5 4 0.5 225 35.5 305 35.3 393 62.0 539 62.3 9 1.4 12 1.4 634 40.3 865 37.5 
o 0.0 1 0.4 1 1.5 5 1.8 16 24.6 36 12.9 13 20.0 38 13.6 35 53.8 200 71.4 65 4.1 280 12.2 
22 1.4 25 1.1 81 5.1 112 4.9 860 54.6 1186 51.5 545 34.6 747 32.4 66 4.2 234 10.2 1574 100.0 2304 100.0 
2 9.5 1 20.0 8 38.1 3 60.0 6 28.6 1 20.0 3 14.3 0.0 2 9.5 0 0.0 21 3.8 5 1.1 
2 3.4 3 5.7 23 39.0 13 24.5 30 50自 34 64.2 3 5.1 2 3.8 1 1.7 1 1.9 59 10.6 53 11.5 
2 0.7 3 1.2 23 8.1 19 7.7 215 75.7 182 73.4 37 13.0 40 16.1 7 2.5 4 1.6 284 50.8 248 53.9 
2 1.1 0 0.0 3 1.6 2 1.6 83 45.4 53 41.4 91 49.7 65 50.8 4 2.2 8 6.3 183 32.7 128 27.8 
o 0.0 0 0.0 0 0.0 2 7.7 325.0 415.4 0.0 311.5 975.0 1765.4 12 2.1 26 5.7 















全く思わない あまり思わない ある程度思う その通りだと，哩う 合計
一一星皇笠一一一整担豊一一一重皇豊一一一笠宜主一一一重昼豊一一一墾笠豊一一一星皇量一一一世笠一一一重亙豊一一一笠宜主ー
n% n % n% n % n % n % n % n % n % n % 
62 31.3 131 35.6 90 45.5 148 40.2 41 20.7 82 22.3 5 2.5 7 1.9 198 11.7 368 15.9 
46 8.4 91 11.0 248 45.1 386 46.6 251 45.6 339 40.9 5 0.9 13 1.6 550 32.6 829 35.9 
17 2.1 48 5.0 155 19.5 231 23.8 575 72.5 632 65.2 46 5.8 58 6.0 793 47.0 969 41~ 
7 4.8 10 6.9 21 14.4 13 9.0 73 50.0 82 56.6 45 30.8 40 27.6 146 8.7 145 6.3 
132 7.8 280 12.1 514 30.5 778 33.7 940 55.7 1135 49.1 101 6.0 118 5.1 1687 100.0 2311 100.0 
14 24.6 6 17.6 25 43.9 16 47.1 15 26.3 9 26.5 3 5.3 3 8.8 57 10.3 34 7.6 
7 3.9 16 9.6 93 52.2 78 47.0 76 42.7 70 42.2 2 1.1 2 1.2 178 32.1 166 37.1 
6 2.2 4 1.9 45 16.2 45 20.8 201 72.6 143 66.2 25 9.0 24 11.1 277 49.9 216 48.3 
o 0.0 1 3.2 511.6 1 3.2 2558.1 17 54.8 1330.2 1238.7 43 7.7 31 6.9 













n % n % n % n % n %円%
240 54.9 311 50.5 197 45.1 305 49.5 437 26.3 616 27.4 
253 20.7 294 18.0 971 79.3 1336 82.0 1224 73.7 1630 72.6 
493 29.7 605 26.9 1168 70.3 1641 73.1 1661 100.0 2246 100.0 
128 57.4 76 55.1 95 42.6 62 44.9 223 39.4 138 31.3 
82 23.9 78 25.7 261 76.1 225 74.3 343 60.6 303 68.7 



















ほとんどないと思う あまりないと思う ある程度あると思う 大変あると思う 合計
重点群 教材群 重点群 教材群 量点群 教材群 量点群 教材群 量点群 教材群
n% n % n % n % n % n % n % n % n % n % 
116.7 111.1 2.033.3 222.2 233.3 333.3 116.7 333.3 6 1.1 9 0自
o 0.0 2 10.5 3.0 14.3 3 15.8 16 76.2 7 36.8 2 9.5 7 36.8 21 3.8 19 1.8 
6 2.8 8 3.9 11.0 5.1 3 1.4 132 61.4 98 47.3 66 30.7 98 47.3 215 38.4 207 19.3 
5 1.6 2 0.2 2.0 0.6 1 1.3 88 27.7 418 49.2 223 70.1 418 49.2 318 56.8 849 79.3 
12 2.1 13 1.2 18.0 3.2 6 0.6 238 42.5 526 49.1 292 52.1 526 49.1 560 100.0 1071 100.0 
o 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 1 50.0 2 100.0 1 50.0 0 0.0 2 0.9 2 1.6 
o 0.0 0 0.0 3 60.0 1 100.0 1 20.0 0 0.0 1 33.3 0 0.0 5 2.2 1 0.8 
2 2.2 0 0.0 10 11.2 4 17.4 69 77.5 0 0.0 8 8.9 19 82.6 89 39.9 23 17.8 
1 0.8 1 1.4 3 2.4 0 0.0 47 37.0 19 26.4 76 60.8 52 72.2 127 57.0 72 55.8 

















全〈協力的でない あまり協力的ではない ある程度協力的である 大変協力的である 家族と同居していない 合計
一一塁虚空一一一笠宣笠一一一皇室主一一一坦笠一一一星皇笠一一一笠宣量一一一重皇量一一一塁笠笠一一一塁昼量一一一盟豊一一一星皇笠一一一重宜主ー
n %円% n % n % n % n % n % n % n % n % n % 
0-0-:0 0 0.0 --1-寸主τ228.子一一了寸7了一一了寸吉了一一ττ0.0--2-ヲ8.6-τ--0了 0-0-:0-ー す一寸了一一70ア
1 4.0 6 13.6 10 40.0 12 27.3 1 44.0 24 54.5 1 4.0 1 2.3 2 8.0 1 2.3 25 4.1 44 4.6 
4 1.4 4 0.9 16 5.7 19 4.4 203 72.2 320 74.4 52 18.5 85 19.8 6 2.1 2 0.5 281 45.7 430 45.4 
2 0.7 4 1.0 1 0.3 0 0.0 100 34.2 130 31.7 185 63.4 272 66.3 4 1.4 4 1.0 292 47.5 410 43.3 
o 0.0 0 0.0 0 0.0 1 1.8 222.2 3 5.4 1 11.1 2 3.6 666.7 5089.3 9 1.5 56 5.9 
71.1 14 1.5 28 4.6 34 3.6 319 51.9 480 50.7 243 39.5 362 38.2 18 2.9 57 6.0 615 100.0 947 100.0 
1 10.0 1 100.0 1 10.0 0 0.0 :J :JO.O 0 0.0 3 30.0 0 0.0 2 20.0 0 0.0 10 4.6 1 0.6 
1 4.5 1 5.9 8 36.4 5 29.4 12 54.5 10 58.8 1 4.5 1 5.9 0 0.0 0 0.0 22 10.1 17 10.9 
1 0.9 1 1.0 9 7.9 10 9.9 8978.1 7372.3 1311.4 1615.8 2 1.8 1 1.0 11452.3 10164.7 
1 1.4 0 0.0 2 2.9 1 3.1 34 48.6 17 53.1 33 47.1 13 40.6 0 0.0 1 3.1 70 32.1 32 20.5 
o 0.0 0 0.0 0 0.0 1 20.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 1 20.0 2 100.0 3 60.0 2 0.9 5 3.2 















全く思わない あまり思わない ある程度思う その通りだと思う 合計
一一主主主一一一笠主主一一一重皇笠一一一笠笠豊一一一皇室主一一一塁笠壁一一一星皇笠一一一整笠量一一一塁皇豊一一一盤整ー
n% n % n% n % n % n % n % n % n % n % 
12 21.1 44 39.6 32 56.1 38 34.2 9 15.8 25 22.5 4 7.0 4 3.6 57 9.1 111 11.9 
14 8.8 26 9.4 72 45.3 118 42.8 72 45.3 127 46.0 1 0.6 5 1.8 159 25.5 276 29.5 
7 2.1 18 4.0 63 18.5 83 18.2 243 71.5 314 69.0 27 7.9 40 8.8 340 54.6 455 48.7 
1 1.5 8 8.6 10 14.9 7 7.5 33 49.3 51 54.8 23 34.3 27 29.0 67 10.8 93 9.9 
34 5.5 96 10.3 177 28.4 246 26.3 357 57.3 517 55.3 55 8.8 76 8.1 623 100.0 935 100.0 
3 13.6 2 16.7 12 54.5 3 25.0 6 27.3 4 33.3 1 4.5 3 25.0 22 10.9 12 8.1 
3 4.8 7 10.1 28 44.4 36 52.2 32 50.8 26 37.7 0 0.0 0 0.0 63 31.2 69 46.6 
2 2.0 1 1.7 16 15.7 18 30.0 73 71.6 35 58.3 1 10.8 6 10.0 102 50.5 60 40.5 
o 0.0 0 0.0 3 20.0 0 0.0 7 46.7 2 28.6 5 33.3 5 71.4 15 7.4 7 4.7 










重点群 教材群 重点群 教材群 重点群 教材群
n % n % n % n % n % n % 
126 64.6 165 56.9 69 35.4 125 43.1 195 32.1 290 32.0 
112 27.1 138 22.4 301 72.9 478 77.6 413 67.9 616 68.0 
238 39.1 303 33.4 370 60.9 603 66.6 608 100.0 906 100.0 
57 62.0 24 52.2 35 38.0 22 47.8 92 43.4 46 31.9 
42 35.0 23 23.5 78 65.0 75 76.5 120 56.6 98 68.1 



























11合未満」、 12合未満」、 13合未満J、13合以上j の6カテゴリに分類した。ビール 5%、日本
酒 14%、焼酎 25%、ウイスキー40%、ワイン 12%としてアルコール量の換算を行った。 1日25










び 13合以上」の者の場合は 1週間合計のアルコール換算量が 175m1以上減少した場合を「減
量したJと分類した。初年度調査時の飲酒量に関わらず、初年度調査時と 4年目調査時で同ーの
カテゴリに分類された場合には「変化なし」と分類した。初年度調査時に 11合未満J12合未満」



















表 4に教材群の女の初年度調査時の 1日平均飲酒量(日本酒換算)を示す。 30歳未満、 40'""'-49
歳の年齢階級では飲酒習慣を有する者の割合が介入群より高し、傾向を認めた。飲酒習慣を有する
者の飲酒量は介入群と同様で、あった。
表 5に介入群の男の 4年目調査時の 1日平均飲酒量(日本酒換算)を示す。 30歳未満の年齢階
級で、初年度調査時と比較して「以前からなし」と回答する者の割合が減少していた。 50'""'-59歳





表 7に介入群の女の 4年目調査時の 1日平均飲酒量(日本酒換算)を示す。いずれの年齢階級
でも初年度調査時と同様に、「以前からなしj と回答した者の割合は 70%以上であった。また、
30歳未満の年齢階級では 13合未満」または 13合以上」のカテゴリに分類された者は初年度に
合計 6人認められたが、、 4年目調査時では全く認められなかった。もっとも、集団全体では 13












表 10に教材群の男の初年度調査時と 4年目調査時 1日平均飲酒量の差を示す。すべての年齢
















































表1 介入群 男 初年度調査時の1日平均飲酒量(日本酒換算)
以前からなし現在は飲まない 1合未満 2合未満 3合未満 3合以上合計
30歳未満(人数) 198 27 99 34 16 10 384 
(%) 51.6% 7.0% 25.8% 8.9% 4.2% 2.6% 100.0% 
30...39歳(人数) 262 37 169 117 40 50 675 
(%) 38.8% 5.5% 25.0% 17.3% 5.9% 7.4% 100.0% 
40...49歳(人数) 100 20 95 84 54 58 411 
(%) 24.3% 4.9% 23.1% 20.4% 13.1% 14.1% 100.0% 
50...59歳(人数) 49 6 37 51 34 16 193 
(%) 25.4% 3.1% 19.2% 26.4% 17.6九 8.3% 100.0% 
60歳以上(人数) 。 2 。 5 
(%) 20.0% 0.0% 40.0% 20.0% 20.0% 0.0% 100.0% 
合計 (人数) 610 90 402 287 145 134 1668 
(%) 36.6% 5.4% 24.1% 17.2% 8.7% 8.0% 100.0% 
表2 教材のみ男 初年度調査時の1日平均飲酒量(日本酒換算)
以前からなし現在は飲まない 1合未満 2合未満 3合未満 3合以上合計
30歳未満(人数) 172 35 120 55 20 14 416 
(%) 41.3% 8.4% 28.8% 13.2% 4.8% 3.4% 100.0% 
30...39歳(人数) 325 69 260 151 59 59 923 
(%) 35.2% 7.5% 28.2% 16.4% 6.4% 6.4% 100.0% 
40...49歳(人数) 172 32 146 120 86 67 623 
(%) 27.6% 5.1% 23.4% 19.3% 13.8% 10.8% 100.0% 
50...59歳(人数) 89 19 59 52 34 28 281 
(%) 31.7% 6.8% 21.0% 18.5% 12.1% 10.0% 100.0% 
60歳以上(人数) 。 。 。 。 2 
(%) 0.0% 0.0% 50.0% 0.0% 50.0% 0.0% 100.0% 
合計 (人数) 758 155 586 378 200 168 2245 
(%) 33.8% 6.9% 26.1% 16.8% 8.9% 7.5% 100.0% 
表3 介入群 女 初年度調査時の1日平均飲酒量(日本酒換算)
以前からなし現在は飲まない 1合未満 2合未満 3合未満 3合以上合計
30歳未満(人数) 125 9 26 4 4 2 170 
(%) 73.5% 5.3% 15.3% 2.4% 2.4% 1.2% 100.0% 
30"""39歳(人数) 141 10 34 5 3 194 
(%) 72.7% 5.2% 17.5% 2.6% 0.5% 1.5% 100.0% 
40"""49歳(人数) 111 6 21 5 。 144 
(%) 77.1% 4.2% 14.6% 3.5% 0.0% 0.7% 100.0% 
50"""59歳(人数) 52 7 9 。 70 
(%) 74.3% 10.0% 12.9% 1.4% 1.4% 0.0% 100.0% 
60歳以上(人数) 。 。 。 。 。
(%) 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0% 
合計 (人数) 430 32 90 15 6 6 579 
(%) 74.3% 5.5% 15.5% 2.6% 1.0% 1.0% 100.0% 
表4 教材のみ女 初年度調査時の1日平均飲酒量(日本酒換算)
以前からなし現在は飲まない 1合未満 2合未満 3合未満 3合以上合計
30歳未満(人数) 44 3 12 3 3 66 
(%) 66.7% 4.5% 18.2% 4.5% 1.5% 4.5% 100.0% 
30"""39歳(人数) 156 15 46 10 。 228 
(%) 68.4% 6.6% 20.2% 4.4% 0.0% 0.4% 100.0% 
40-49歳(人数) 94 5 23 3 2 128 
(%) 73.4% 3.9% 18.0% 2.3% 1.6% 0.8% 100.0% 
50-59歳(人数) 13 。 4 2 。 。 19 
(%) 68.4% 0.0% 21.1% 10.5% 0.0% 0.0% 100.0% 
60歳以上(人数) 。 。 。 。 。
(%) 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0% 
合計 (人数) 308 23 85 18 3 5 442 
(%) 69.7% 5.2% 19.2% 4.1% 0.7% 1.1% 100.0% 
表5 介入群 男 4年目調査時の1日平均飲酒量(日本酒換算)
以前からなし現在は飲まない 1合未満 2合未満 3合未満 3合以上合計
30歳未満(人数) 179 20 98 48 15 24 384 
(%) 46.6% 5.2% 25.5% 12.5% 3.9% 6.3% 100.0% 
30-39歳(人数) 257 34 194 94 57 39 675 
(%) 38.1% 5.0% 28.7% 13.9% 8.4% 5.8% 100.0% 
40-49歳(人数) 115 22 99 83 41 51 411 
(%) 28.0% 5.4% 24.1% 20.2% 10.0% 12.4% 100.0% 
50-59歳(人数) 52 7 48 42 27 17 193 
(%) 26.9% 3.6% 24.9% 21.8% 14.0% 8.8% 100.0% 
60歳以上(人数) 2 。 。 5 
(%) 40.0% 20.0% 20.0% 20.0% 0.0% 0.0% 100.0% 
合計 (人数) 605 84 440 268 140 131 1668 
(%) 36.3% 5.0% 26.4% 16.1% 8.4% 7.9% 100.0% 
表6 教材のみ男 4年目調査時の1日平均飲酒量(日本酒換算)
以前からなし現在は飲まない 1合未満 2合未満 3合未満 3合以上合計
30歳未満(人数) 181 32 128 43 20 12 416 
(%) 43.5% 7.7% 30.8% 10.3% 4.8% 2.9% 100.0% 
30-39歳(人数) 332 51 278 140 67 55 923 
(%) 36.0% 5.5% 30.1% 15.2% 7.3% 6.0% 100.0% 
40-49歳(人数) 199 28 148 125 61 62 623 
(%) 31.9% 4.5% 23.8% 20.1% 9.8% 10.0九 100.0弘
50-59歳(人数) 91 21 53 57 35 24 281 
(%) 32.4% 7.5% 18.9% 20.3% 12.5% 8.5% 100.0% 
60歳以上(人数) 。 。 。 。 2 
(%) 0.0% 0.0% 50.0% 0.0% 50.0% 0.0% 100.0% 
合計 (人数) 803 132 608 365 184 153 2245 
(%) 35.8% 5.9% 27.1% 16.3% 8.2% 6.8% 100.0% 
表7 介入群女 4年目調査時の1日平均飲酒量(日本酒換算)
以前からなし現在は飲まない 1合未満 2合未満 3合未満 3合以上合計
30歳未満(人数) 119 16 30 5 。 。170 
(%) 70.0% 9.4% 17.6% 2.9% 0.0% 0.0% 100.0切
30"""39歳(人数) 142 7 33 5 4 3 194 
(%) 73.2% 3.6% 17.0% 2.6% 2.1% 1.5% 100.0覧
40"""49歳(人数) 111 3 19 9 144 
(%) 77.1% 2.1% 13.2% 6.3% 0.7% 0.7% 100.0% 
50"""59歳(人数) 52 7 10 。 。70 
(%) 74.3% 10.0% 14.3% 1.4% 0.0% 0.0% 100.0% 
60歳以上(人数) 。 。 。 。 。
(%) 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0% 
合計 (人数) 425 33 92 20 5 4 579 
(%) 73.4% 5.7% 15.9% 3.5% 0.9% 0.7% 100.0九
表8 教材 女 4年目調査時の1日平均飲酒量(日本酒換算)
以前からなし現在は飲まない 1合未満 2合未満 3合未満 3合以上合計
30歳未満(人数) 46 5 11 4 。 。66 
(%) 69.7% 7.6% 16.7% 6.1% 0.0% 0.0% 100.0% 
30"""39歳(人数) 167 17 33 8 2 228 
(%) 73.2% 7.5% 14.5% 3.5% 0.9% 0.4% 100.0% 
40"""49歳(人数) 99 4 19 5 。128 
(%) 77.3% 3.1% 14.8% 3.9% 0.8% 0.0% 100.0% 
50"""59歳(人数) 16 。 2 。 。 19 
(%) 84.2% 0.0% 10.5% 5.3覧 0.0% 0.0% 100.0% 
60歳以上(人数) 。 。 。 。 。
(%) 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0% 
合計 (人数) 329 26 65 18 3 442 
(%) 74.4% 5.9% 14.7% 4.1% 0.7% 0.2% 100.0% 
表9 介入群 男 初年度と4年目の1日平均飲酒量の差
中断した減量した変化なし増量した再開した合計
30議未満(人数) 35 20 224 36 56 371 
(%) 9.4% 5.4% 60.4% 9.7% 15.1% 100.0% 
30-39議(人数) 53 77 413 61 63 667 
(%) 7.9% 11.5% 61.9% 9.1% 9.4% 100.0% 
40-49轟(人数) 44 71 209 48 30 402 
(%) 10.9% 17.7% 52.0% 11.9% 7.5% 100.0% 
50-59歳(人数) 21 38 90 26 16 191 
(%) 11.0% 19.9% 47.1% 13.6% 8.4% 100.0% 
60歳以上(人数) 2 2 。 。 5 
(%) 40.0% 20.0% 40.0% 0.0% 0.0% 100.0% 
合計 (人数) 155 207 938 171 165 1636 
(%) 9.5% 12.7% 57.3% 10.5% 10.1% 100.0% 
(無回答、無効回答 32人)
表10 教材群 男 初年度と4年目の1日平均飲酒量の差
中断した減量した変化なし増量した再開した合計
30歳未満(人数) 42 38 269 27 36 412 
(%) 10.2% 9.2% 65.3% 6.6% 8.7% 100.0九
30-39歳(人数) 66 109 569 92 78 914 
(%) 7.2% 11.9% 62.3% 10.1% 8.5% 100.0九
40-49轟(人数) 44 105 387 60 20 616 
(%) 7.1% 17.0% 62.8% 9.7% 3.2% 100.0% 
50-59歳(人数) 23 35 171 28 17 274 
(%) 8.4% 12.8% 62.4% 10.2% 6.2% 100.0% 
60歳以上(人数) 。 。 2 。 。 2 
(%) 0.0% 0.0% 100.0% 0.0% 0.0% 100.0% 
合計 (人数) 175 287 1398 207 151 2218 
(%) 7.9% 12.9% 63.0% 9.3% 6.8% 100.0% 
(無回答、無効回答 27人)
表11 介入群 女 初年度と4年目の1日平均飲酒量の差
中断した減量した変化なし増量した再開した合計
30歳未満(人数) 16 4 132 16 169 
(%) 9.5% 2.4% 78.1% 0.6% 9.5% 100.0九
30...39歳(人数) 14 4 156 3 16 193 
(%) 7.3% 2.1% 80.8% 1.6% 8.3% 100.0九
40...49歳(人数) 6 127 9 144 
(%) 4.2% 0.7% 88.2% 0.7% 6.3% 100.0九
50...59歳(人数) 3 63 。 3 70 
(%) 4.3% 1.4% 90.0% 0.0% 4.3% 100.0% 
60歳以上(人数) 。 。 。 。
(%) 0.0% 0.0% 100.0% 0.0% 0.0% 100.0九
合計 (人数) 39 10 479 5 44 577 
(%) 6.8% 1.7% 83.0% 0.9% 7.6% 100.0% 
(無回答、無効回答 2人)
表12 教材群 女 初年度と4年目の1日平均飲酒量の差
中断した減量した変化なし増量した再開した合計
30歳未満(人数) 5 3 53 2 2 65 
(%) 7.7% 4.6% 81.5% 3.1% 3.1% 100.0覧
30...39歳(人数) 17 4 196 5 5 227 
(%) 7.5% 1.8% 86.3% 2.2% 2.2% 100.0覧
40...49歳(人数) 5 3 114 3 2 127 
(%) 3.9% 2.4% 89.8% 2.4% 1.6% 100.0弘
50...59歳(人数) 3 。 16 。 。 19 
(%) 15.8% 0.0% 84.2% 0.0% 0.0% 100.0覧
60歳以上(人数) 。 。 。 。
(%) 0.0% 0.0% 100.0% 0.0% 0.0% 100.0九
合計 (人数) 30 10 380 10 9 439 
























男性の全年齢および 40・59歳の結果を表 1-1、表 I-2に示す。 f30分未満」と答えた人は
重点群では全年齢、 40・59歳ともわずかに減少傾向を示したが、教材群では明らかな上昇傾向を
示し、全年齢で 10.5ポイント、 40・59歳で 7.4ポイント、 3年間で増加した。また、 f1時間以上
2時間未満」および f2時間以上Jと答えた人の割合は全年齢、 40・59歳とも教材群では明らか












































































表 1-1 重点群および教材群における、 1日の歩行時間の4年間の推移(男、全年齢)
重点群(介入群) 教材群(対照群)
ベー スライン 2年目 3年目 4年目 ベー スフイン 2年目 3年目 4年目
種目 回答数% 回答数% 回答数% 回答数% 回答数% 回答数% 回答数% 回答数%
30分未満 382 16.3 384 16.4 348 14.8 353 15.2 533 16.9 942 23.9 1034 26.3 1002 27.4 
30分以上1時間未満 743 31.6 778 33.3 741 31.5 773 33.3 1082 34.2 1399 35.5 1364 34.7 1315 35.9 
1時間以上2時間未満 495 21.1 518 22.2 569 24.2 565 24.3 718 22.7 788 20.0 725 18.5 643 17.6 
2時間以上 728 31.0 656 28.1 693 29.5 633 27.2 827 26.2 813 20.6 806 20.5 703 19.2 
調査対象者数(計) 2348 100.0 2336 100.0 2351 100.0 2324 100.0 3160 100.0 3942 100.0 3929 100.0 3663 100.0 
表 1-2.重点群および教材群における、 1日の歩行時間の4年間の推移(男、 40ー 59歳)
重点群(介入群)
2年目 3年目
回答数 % 回答数 % 
150 15.2 128 14.2 
346 35.1 294 32.7 
244 24.7 256 28.5 






















回答数 % 回答数 % 
347 21.4 376 24.4 
618 38.1 565 36.7 
373 23.0 331 21.5 
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ベースライン 2年目 3年目 4年目















回答数% 回答数 % 回答数 % 
95 12.4 86 11.1 87 10.9 
172 22.5 187 24.2 179 22.5 
185 24.2 195 25.2 206 25.9 
313 40.9 306 39.5 324 40.7 









回答数% 回答数 % 
175 23.8 138 22.3 
243 33.1 214 34.6 
176 24.0 139 22.5 
140 19.1 128 20.7 
679 100.0 734 100.0 619 100.0 








ベースライン 2年目 3年目 4年目
E答数 % 回答数 % 回答数 % 直喜薮一一%
21 7.1 22 7.4 15 5.4 19 6.5 
58 19.6 65 21.7 62 22.3 49 16.7 
81 27.4 77 25.8 73 26.3 93 31.7 
136 45.9 135 45.2 128 46.0 132 45.1 










58 19.9 32 16.6 
100 34.2 72 37.3 
69 23.6 38 19.7 
65 22.3 51 26.4 






































ベースライン 2年目 3年目 4年目
図4.1日歩行時聞がr1時間以上」の割合の推移
(女・40-59歳)
.55.4 、、 49.4 、 45_9 46.1 司. 、 . . 、.... 
圃ーーーー・ 4骨'
| ・重点群似群~ I 
ー・ー教材群(対照群) J 













2年目 3年目 4年目 ベースライン 2年目 3年目 4年目
回答数 % 回答数 % 回答数 % 回答数 % 回答数 % 回答数 % 面否薮一%
1415 60.7 1525 64.1 1306 58.1 1987 62.8 2436 61.6 2542 64.8 2251 62.4 
915 39.3 853 35.9 940 41.9 1178 37.2 1519 38.4 1383 35.2 1356 37.6 












2年目 3年目 4年目 ベースライン 2年目 3年百 年旦
回答数 % 回答数 % 回答数 % 回答数 % 回答数 % 回答数 % 回答数 % 
656 66.7 641 70.4 507 63.1 916 65.0 1063 65.4 1036 67.8 899 66.0 
328 33.3 269 29.6 297 36.9 494 35.0 563 34.6 492 32.2 463 34.0 














2年目 3年目 4年目 ベースライン 2年目 3年目 4年目
回答数 % 回答数 % 回答数 % 回答数 % 回答数 % 回答数 % 面喜薮一一%
409 53.4 418 53.8 411 52.2 342 50.1 384 51.6 292 47.8 279 48.0 
357 46.6 359 46.2 377 47.8 340 49.9 360 48.4 319 52.2 302 52.0 
766 100.0 777 100.0 788 100.0 682 100.0 744 100.0 611 100.0 581 100.0 











2年目 3年目 4年目 ベースライン 2年目 3年百 て4宇目
回答数 % 回答数 % 回答数 % 回答数 % 回答数 % 回答数 % 面審薮一一%
190 64.0 169 61.2 181 63.1 129 44.8 15953.18 91 47.2 87 49.4 
107 36.0 107 38.8 106 36.9 159 55.2 140 46.82 102 52.8 89 50.6 
297 100.0 276 100.0 287 100.0 288 100.0 299 100.0 193 100.0 1 76 100.0 
表ill-1.重点群および教材群における、日常生活で体を動かそうとしている人の4年間の推移(男、全年齢)
重点群(介入群) 教材若手(対扇詳)
2年目 3年目 4年目 ベースライン 2年目 3年目
回答数 % 回答数 % 回答数 % 回答数 % 回答数 % 回答数 % 
314 13.5 330 14.0 340 14.6 420 13.3 632 16.1 645 16.4 
657 28.3 729 31.0 705 30.4 896 28.3 1125 28.6 1141 29.1 
1149 49.5 1113 47.3 1086 46.8 1556 49.1 1870 47.6 1864 47.5 



























2349 100.0 2319 100.0 2351 100.0 2322 100.0 3166 100.0 3932 100.0 3923 100.0 3645 100.0 
表ill-2.重点群および教材群における、日常生活で体を動かそうとしている人の4年間の推移(男、 40-59歳)
重点群(介入群) 教材群(対照群)
2年目 3年目 4年目 ベースライン 2年目 3年目
回答数 % 回答数 % 回答数 % 回答数 % 回答数 % 回答数 % 
128 13.2 10411.6 11413.4 176 12.5 23814.7 24716.1 
229 23.6 236 26.4 206 24.3 360 25.6 403 25.0 369 24.1 
504 51.9 46652.1 431 50.8 725 51.5 82751.2 79151.6 
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ペー スライン 2年目 3年目 4年目
表ill-3.重点群および教材群における、日常生活で体を動かそうとしている人の4年間の推移(女、全年齢)
重点群(介入群) 教材群(対照群)
2年目 3年目 4年目 ベー スライン 2年目 3年目
回答数 % 回答数 % 回答数 % 回答数 % 回答数 % 面害薮一%
83 11.0 8410.9 89 11.2 66 9.7 77 10.5 8914.6 
165 21.9 17022.0 167 21.1 177 25.9 172 23.5 14022.9 
398 52.7 408 52.8 434 54.7 365 53.4 418 57.0 321 52.5 
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585 100.0 793 100.0 683 100.0 
表ill-4 重点群および教材群における、日常生活で体を動かそうとしている人の4年間の推移(女、 40ー 59歳)
重点群(介入群) 教材群(対照群)
2年目 3年目 4年目 ベー スライン 2年目 3年目
回答数 % 回答数 % 回答数 % 回答数 % 回答数 % 面害薮一%
27 9.2 18 6.5 23 7.9 26 9.0 36 12.5 27 14.1 
42 14.3 41 14.7 35 12.0 74 25.7 60 20.8 3819.9 
155 52.7 158 56.8 173 59.5 150 52.1 157 54.3 104 54.5 
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ー・-教材群(対照群)

















回答数 % 回答数 % 
243 10.8 249 10.6 

















回答数 % 回答数 % 面審薮一一%
381 12.1 387 10.0 399 10.3 
2759 87.9 3473 90.0 3473 89.7 




回答数 % 回答数 % 
12213.0 121 13.5 

















回答数 % 回答数 % 回答数 % 
191 13.7 178 11.3 154 10.2 
1203 86.3 1398 88.7 1357 89.8 




回答数 % 回答数 % 回答数 % 
122 15.8 134 18.3 98 13.0 












回答数 % 回答数 % 回答数 % 
101 14.9 103 14.4 77 12.7 
575 85.1 613 85.6 530 87.3 
676 100.0 716 100.0 607 100.0 














回答数 % 回答数 % 回答数 % 
59 20.2 60 21.4 37 13.8 
233 79.8 221 78.6 231 86.2 
? ?
? ? ? ?? ? ?








回答数 % 回答数 % 面蓄薮一一%
39 13.7 3311.9 2614.0 
245 86.3 244 88.1 160 86.0 

















回答数 % 回答数 % 
310 13.3 232 7.2 
368 15.7 361 11.2 
1256 53.7 1925 59.7 
216 9.2 355 11.0 
188 8.0 349 10.8 










回答数 % 回答数 % 
135 15.8 90 7.6 
125 14.7 153 12.9 
457 53.6 710 60.1 
73 8.6 121 10.2 
63 7.4 108 9.1 


































回答数 % 回答数 % 
57 19.1 18 10.8 
72 24.2 29 17.4 
136 45.6 89 53.3 
21 7.0 21 12.6 
12 4.0 10 6.0 




































































分析対象の 662名の内訳は表 1のとおりである。男性が 79%であり、 30"'59歳が全体の 89%
を占めていた。
対象者の身体活動量に関する基本集計の結果を表2に示す。また、 1週間の歩数の平均値およ
び体重当たり 24時間消費エネルギーのヒストグラムを図 1、2に示す。歩数の平均値および 24
時間消費エネルギー量ともに、左に偏り右に裾の長い分布を呈す傾向を認めた。
















身体活動を評価する方法の goldstandard として、二重標識水法 doublylabeled 

































2)原田亜紀子、他:The Japan Arteriosclerosis Longitudinal Study (JALS)における身体活動調














~29歳 30歳代 40歳代 50歳代 60歳~合言十
男性 55 182 164 116 6 523 
女性 14 52 45 27 1 139 
合計 69 234 209 143 7 662 
表2 身体活動量に関する基本集計
最小値 最大値 平均値 標準偏差
歩数の平均値 (歩) 1455 
歩数の中央値 (歩) 1441 
睡眠時間 (時間) 0.0 
仕事時間 (時間) 3.3 
歩行・自転車時間 (時間) 0.0 
家事時間 (時間) 0.0 
運動時間 (時間) 0.0 
余暇時間 (時間) 0.0 
その他の活動時間 (時間) 0.7 











てう て'o> て昔、%、 Oq;，句、九%%、%、%
歩数の平均値
25327 9330 3096 
25395 9424 3334 
9.0 6.5 0.9 
13.7 6.5 1.3 
4.0 0.8 0.6 
10.1 0.9 1.3 
1.4 0.2 0.3 
1.6 0.1 0.1 
18.0 9.1 1.8 
64.7 37.0 5.3 
図2 体重当たり24時間総消費
エネルギー量のヒストグラム
.;O~ t?~ 0>9'.. ~きも あや号令もも令今<%>令 6'0_~ 今
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総消費エネルギー量
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人、女61人の計 1017人、対照群は男 1256人、女34人の計 1290人となった(表 1)。
介入群のうちで 887人 (87.2%)は、 2年目も 3年目も喫煙状況に回答があり、 4年間同じ





















ィック回帰分析で求めた(表 5)。ベースライン時に 50歳以上であること、平均喫煙本数が 1
日 19本以下であること、禁煙の準備性が高いことは、 4年目における高い禁煙確率と関連し
ていた。性を含むこれらの要因を調整した介入群の対照群に対する禁煙オッズ比は1.42 (95九










やめた/全体 号も やめた/全体 与も p 
男
30最未満 15 / 229 6.55 20 / 265 7.55 0.6667 
30歳代 55 / 392 14.03 ) 38 / 487 7.80 0.0028 
40蕗代 28 / 214 13.08 ) 30 / 351 8.55 0.0848 
50露代 21 / 121 17.36 ) 27 / 152 17.76 ) 0.9299 
40-59轟 49 / 335 14.63 ) 57 / 503 11.33 ) 0.1598 
全社員 119 / 956 12.45 ) 116 / 1256 9.24 ) 0.0152 
女
40-59歳 2 / 16 12.50 ) o / 6 0.00 0.3637 





40一59車 6ヶ月未満 11 ( 24.4 12 ( 22.2 
6ヶ月-1年未満 1 ( 24.4 15 ( 27.8 
1年以上-2年未満 17 ( 37.8 13 ( 24.1 
それ以上 6 ( 13.3 14 ( 25.9 
言十 45 ( 100.0 54 ( 100.0 
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー--ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー--_.-ーーーーーーーーーーー『ー----ーーーーーーーーーーーー
全社員 6ヶ月未満 33 ( 28.9 35 ( 31.5 
6ヶ月-1年未満 27 ( 23.7 23 ( 20.7 
1年以上-2年未満 35 ( 30.7 26 ( 23.4 
それ以上 19 ( 16.7 27 ( 24.3 
計 114 ( 100.0 111 ( 100.0 
女
40-59最 6ヶ月未満 。( 0.0 %) 。( 九)
6ヶ月-1年未満 o ( 。 o ( 
1年以上-2年未満 o ( 。 。(
それ以上 2 ( 100.0 。(
計 2 ( 100.0 o ( 
ーーーーーーーーーーーーーー----ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー司----ーーーー『ーーーーーー---ーー--ーーーーーーーー
全社員 6ヶ月未満 o ( 0.0 4 ( 57.1 
6ヶ月-1年未満 1 ( 14.3 o ( 0.0 
1年以上-2年未満 1 ( 14.3 3 ( 42.9 
それ以上 5 ( 71.4 o ( 0.0 




11.37 ) 466 ( 
789 ( 





20本*以上 7.86 62 / 11.49 ) 
12.51 ) 
75 / 







































































14 / 229 ( 8.73 ) 
460 ( 10.∞) 
211 ( 19.43 ) 
37 ( 16.22) 
5 ( o.∞) 
13 ( 46.15 ) 











3 / 9(11.11) 
29 ( 13.79 ) 












1 / 1 ( O.∞) 
61 ( 16.39) 




























1日20本以上 1461 1.00 
1日19本以下 838 1.35 1.021-.1.794 0.0350 
無関心期 1671 1.00 
関心期 574 1.87 1.406-2.493 く.0001
準備期 61 3.30 1.766-6.181 く.0001
対照群 1290 1.00 







満、 3. 1 '"'"'4時間、 4. 4時間以上)J、「職場で受ける受動喫煙の程度は、この 1'"'"'2年間で変
























































































年目(ベースライン時)、 2年目、 3年目、 4年目の定期調査時にストレスに関する質問を
行い、 1年目から 4年目へかけての推移について検討した。質問項目は以下の通りである。
仕事上のことに関しストレスを感じるか
1)いつも感じる 2)時々感じる 3) あまり感じない
家族のことに関しストレスを感じるか
1)いつも感じる 2)時々感じる 3) あまり感じない
3結果
男性全体では仕事上いつもストレスを感じていると答えた人の割合は、重点群で 1年目
22%、2年目 20%、3年目 20%、4年目 23%、教材群で 1年目 23%、2年目 21%、3年
目19%、4年目 20%であり、教材群でわずかに減少しているが、両群間で明らかな傾向の
違いは認められなかった。家族のことでいつもストレスを感じていると答えた人の割合は、
介入群対照群ともに 1年目から 4年固までのすべての時点で 4%であり、両群間で傾向の
違いは認められなかった。
女性全体では仕事上いつもストレスを感じていると答えた人の割合は、重点群で 1年目












1年目 2年目 3年目 4年目
閃 明 閃 明 閃 9'o 閃 % 
40-59車代
いつも 223 22 201 20 177 19 209 24 
時々 618 60 610 61 568 62 492 57 
あまり感じない 185 18 181 18 165 18 157 18 
合計 1026 992 910 858 
全員
いつも 526 22 465 20 465 20 534 23 
時々 1459 61 1481 63 1476 62 1424 61 
あまり感じない 423 18 407 17 440 18 382 16 
合計 2408 2353 2381 2340 
教材群
1年目 2年目 3年目 4年目
N 。も N 今b N % N 今色
40-59草有
いつも 314 22 316 19 313 20 283 20 
時々 888 62 1054 65 962 62 921 65 
あまり感じない 233 16 260 16 274 18 210 15 
合計 1435 1630 1549 1414 
全員
いつも 756 23 831 21 755 19 752 20 
時々 2002 62 2523 64 2536 64 2348 64 
あまり感じない 472 15 602 15 658 17 581 16 
合計 3230 3956 3949 3681 
家族のストレス(男性)
重点群
1年目 2年目 3年目 4年目
N 。色 N 。色 N % N 。色
40-59車代
いつも 52 5 45 5 47 5 45 5 
時々 461 46 481 49 470 52 387 46 
あまり感じない 499 49 449 46 379 42 415 49 
合計 1012 975 896 847 
全員
いつも 91 4 82 4 93 4 91 4 
時々 1009 42 1018 44 1092 47 978 42 
あまり感じない 1277 54 1228 53 1162 50 1243 54 
dロ~呈白lム 2377 2328 2347 2312 
教材群
1年目 2年目 3年目 4年目
N 号令 N % N % N % 
40-59車代
いつも 69 5 67 4 71 5 69 5 
時々 642 46 788 50 735 49 689 50 
あまり感じない 695 49 733 46 708 47 627 45 
合計 1406 1588 1514 1385 
全員
いつも 133 4 145 4 149 4 145 4 
時々 1374 43 1771 45 1734 45 1612 44 
あまり感じない 1681 53 1979 51 2004 52 1883 52 
合計 3188 3895 3887 3640 
仕事のストレス (董女京性事) 
1年目 2年目 3年目 4年目
40ー 59歳代 N % N 号令 N 9色 N 。色
いつも 44 14 36 12 40 14 39 13 
時々 205 66 213 71 181 64 190 64 
あまり感じない 63 20 52 17 61 22 67 23 
合計 312 301 282 296 
全員
いつも 134 16 129 17 124 16 150 19 
時々 528 64 509 66 519 66 517 64 
あまり感じない 159 19 139 18 141 18 139 17 
合計 821 777 784 806 
教材群
1年目 2年目 3年目 4年目
40ー 59車代 N 与も N qも N % N 号令
いつも 40 14 40 14 31 16 27 15 
時々 194 68 206 70 123 65 120 67 
あまり感じない 51 18 49 17 36 19 33 18 
合計 285 295 190 180 
全員
いつも 130 19 140 19 117 19 128 22 
時々 448 65 485 65 400 65 375 63 
あまり感じない 109 16 117 16 99 16 92 15 
合計 687 742 616 595 
家族のストレス(女性)
重点群
1年目 2年目 3年目 4年目
40-59車代 N qも N 今色 N % N 9色
いつも 29 9 32 1 30 1 37 13 
時々 195 63 169 57 174 63 156 54 
あまり感じない 84 27 96 32 74 27 97 33 
合計 308 297 278 290 
全員
いつも 78 10 74 10 65 8 79 10 
時々 453 55 414 54 444 57 433 55 
あまり感じない 287 35 282 37 266 34 282 36 
合計 818 770 775 794 
教材群
1奪回 2手百 3年目 4年目
40-59車代 N % N 。色 N 9色 N 呼色
いつも 29 10 27 9 16 8 18 10 
時々 158 56 172 57 118 62 101 58 
あまり感じない 94 33 101 34 56 29 56 32 
4ロ~呈白t 281 300 190 175 
全員
いつも 66 10 70 9 52 8 65 1 
時々 373 55 404 54 348 56 310 53 
あまり感じない 243 36 271 36 216 35 213 36 































ベースフイン 2年目 3年目 4年目 ベースフイン 2年目 3年目 4年目
家族歴 年齢区分 人数 10 人数 10 人数 % 人数 -a l P for ¥ 人数 ，ν ・ 人数 10 人数 .a ， 人数 ¥0 P for Trend Trend 
品血圧の家族歴 40-59歳教材群 539 38.8 609 39.5 579 39.1 478 40.2 0.53 116 41.0 120 43.2 74 41.1 71 44.7 0.42 
重点群 365 37.1 381 39.5 317 36.7 297 42.3 0.07 140 47.5 125 41.5 122 45.0 106 44.4 0.31 
pf直2 0.38 0.99 0.26 0.37 0.12 0.69 0.41 0.95 
全年齢 教材群 1126 35.7 1365 35.8 1355 35.5 1126 35.5 0.60 288 42.2 298 42.1 225 37.9 208 39.6 0.24 
重点群 782 33.3 763 33.0 720 31.6 683 34.6 0.25 306 38.7 283 36.4 279 36.9 240 35.9 0.1自
pf直 0.06 0.023 0.002 0.50 0.17 0.03 0.70 0.19 
高コレλT口一)0血症の 40-59歳教材群 116 8.7 131 9.0 111 8.1 107 9.9 0.72 30 10.8 21 8.5 1 6.7 10 7.4 0.73 
家族歴 重点群 76 8.1 63 6.9 68 日5 61 9.7 0.15 23 8.5 21 7.3 22 8.8 19 9.4 0.93 
pf直 0.61 0.07 0.74 0.88 0.38 0.63 0.45 0.52 
全年齢 教材群 245 8.0 291 7.9 279 7.6 256 8.5 0.37 74 11.0 62 9.4 50 8.9 52 10.8 0.91 
重点群 153 6.7 122 5.5 155 7.1 150 8.0 0.01 55 7.3 56 7.4 62 8.6 45 7.3 0.95 
Pi直 0.07 <0.01 0.45 0.54 0.014 0.18 0.86 0.04 
糖尿病の家族歴 40-59歳教材群 283 20.7 316 21.2 279 19.6 246 21.8 0.98 64 22.9 54 20.4 40 23.5 40 27.2 0.42 
重点群 164 17.1 149 16.0 137 16.5 138 20.6 0.24 58 20.6 53 18.5 52 19.9 47 21.5 0.98 
Pi直 0.03 <0.01 0.07 0.56 0.51 0.57 0.37 0.21 
全年齢 教材群 614 19.6 744 19.9 722 19.3 632 20.4 0.52 175 26.0 157 22.7 148 25.6 141 27.9 0.53 
重点群 395 17.0 390 17.1 384 17.2 370 19.1 0.19 1自O 23.1 166 21.7 164 22.2 147 22.7 0.70 
pf直 0.01 <0.01 0.04 0.28 0.2 0.66 0.15 0.04 
心筋梗塞の家族歴 40-59歳教材群 162 12.0 177 12.0 154 11.0 127 11.5 0.49 33 11.8 23 9.1 15 9.1 12 8.6 0.33 
重点群 118 12.4 93 10.1 94 11.5 89 13.7 0.30 34 12.4 29 10.1 31 12.0 28 13.0 0.89 
pf直 0.74 0.16 0.7 0.18 0.83 0.71 0.35 0.2 
全年齢 教材群 303 9.8 351 9.5 331 自9 286 9.4 0.75 69 10.3 61 9.2 53 9.5 47 9.7 0.83 
重点群 215 94 183 8.1 191 8.7 192 10.2 0.13 72 9.5 67 8.8 67 9.2 67 10.6 0.56 
pf直 0.60 0.08 0.71 040 0.59 0.8 0.88 0.61 
脳卒中の家族歴 40-59議教材群 301 22.0 354 23.5 310 21.6 279 24.2 048 45 16.1 40 15.6 25 15.1 22 15.5 0.95 
重点群 207 21.3 192 20.5 155 18.5 144 21.5 0.78 57 20.4 56 19.4 44 17.3 38 17.4 0.25 
pf直 0.70 0.08 0.07 0.18 0.1日 0.24 0.54 0.63 
全年齢 教材群 513 16.5 607 16.2 578 15.5 503 16.3 0.59 95 14.2 85 12.6 65 11.5 72 14.6 0.76 
重点群 340 14.7 320 14.1 314 14.0 292 15.2 0.19 101 13.2 103 13.5 96 13.3 日o 12.6 0.75 





ベスフイン 2年目 3年目 4年目 ベースフイン 2年目 3年目 4年百
既往歴 年齢区分 人数 匹。 人数 ~ ・ 人数 ~・ 人数 j， P for 1 人数 % 人数 目n・ 人数 九 人数 .F2 1 P for Trend Trend 
心筋梗塞の既往歴 40-59歳教材群 18 1.3 27 1.7 22 1.4 13 1.0 0.44 。。 。。 。。 0.6 
重点群 22 2.2 12 1.2 13 1.5 日 1.1 0.07 。。 。。 。。 。。
P値2 0.08 0.35 0.97 0.93 0.23 
全年齢 教材群 29 0.9 39 1.0 38 1.0 15 0.5 0.08 。。 2 0.3 2 0.3 0.2 0.35 
重点群 27 1.1 16 0.7 24 1.0 12 0.6 0.23 4 0.5 。。 3 0.4 。 0.14 
pf直 0.40 0.20 0.84 0.51 0.07 0.14 0.85 0.26 
狭心症の既往歴 40-59歳教材群 29 2.0 27 1.7 31 2.0 26 2.0 0.61 2 0.7 2 0.7 。。 0.6 0.99 
重点群 23 2.3 17 1.7 18 2.0 1 1.5 0.27 4 1.3 2 0.7 0.4 。 0.04 
pf直 0.69 0.92 1.00 0.35 0.45 0.96 0.41 0.23 
全年齢 教材群 42 1.3 40 1.0 52 1.3 33 1.0 0.89 4 0.6 6 0.8 4 0.7 2 0.4 0.77 
重点群 31 1.3 26 1.1 30 1.3 16 0.8 0.25 8 1.0 2 0.3 3 0.4 。。 0.01 
P値 0.98 0.75 0.87 0.42 0.38 0.13 0.49 0.11 
脳卒中の既往歴 40-59歳教材群 10 0.7 9 0.6 15 1.0 15 1.2 0.13 。。 。。 。。 。。
重点群 1 1.1 5 0.5 5 0.6 5 0.8 0.23 。。 。。 。。 。。
P値 0.31 0.86 0.27 0.50 
全年齢 教材群 19 0.6 18 0.5 31 0.8 16 0.5 0.89 。。 2 0.3 2 0.3 。。 0.96 
に巳Dn 
重点群 18 0.8 1 0.5 14 0.6 6 0.4 0.12 4 0.5 。。 2 0.3 。。 0.08 
P値 0.45 0.96 0.38 0.57 0.07 0.14 0.82 
循環器疾患3の既 40-59歳教材群 43 3.0 47 2.9 50 3.3 48 3.8 0.18 2 0.7 2 0.7 。。 2 1.1 0.38 
往歴 重点群 37 3.6 28 2.8 30 3.3 21 2.8 0.29 4 1.3 2 0.7 0.4 。。 0.04 
P値 0.39 0.92 0.91 0.24 0.45 0.96 0.41 0.09 
全年齢 教材群 59 1.8 63 1.6 74 1.9 57 1.7 0.55 4 0.6 6 0.8 4 0.7 3 0.5 0.85 
重点群 49 2.1 41 1.7 48 2.0 29 1.4 0.29 8 1.0 2 0.3 4 0.5 。。 0.02 


















データ解析に用いた対象者は、調査票の回答のあった者、 4，755名(男性 3， 797名、女性
958名)で、重点指導事業所6施設の 2，136名(男性 1， 588名、女性 548名)、教材使用事業










































性別 減少群 不変群 増加群 合計
男 重点群 度叡 388 657 537 1582 
% 24.5% 41.5% 33.9% 100.0% 
教材群 度数 528 953 738 2219 
% 23.8% 42.9% 33.3% 100.0% 
合計 度数 916 1610 1275 3801 
% 24.1% 42.4% 33.5% 100.0% 
女 重点群 度数 146 236 164 546 
% 26.7% 43.2% 30.0% 100.0% 
教材群 度数 94 127 186 407 
% 23.1% 31.2% 45.7% 100.0% 
合計 度数 240 363 350 953 
% 25.2% 38.1% 36.7% 100.0% 
表2男女別における40-59轟の重点群と教材群との睡眠時聞の変化(ベースラインから4年目)の分布
区分
性別 減少群 不変群 増加群 合計
男 重点若手 度叙 117 237 235 589 
% 19.9% 40.2% 39.9% 100.0% 
教材群 度数 194 393 300 887 
% 21.9% 44.3% 33.8% 100.0% 
合計 度数 311 630 535 1476 
% 21.1% 42.7% 36.2% 100.0% 
女 重点群 度数 54 96 65 215 
% 25.1% 44.7% 30.2% 100.0% 
教材群 度数 20 34 89 143 
% 14.0% 23.8% 62.2% 100.0% 
合計 度数 74 130 154 358 
% 20.7% 36.3% 43.0% 100.0% 
表3男女別における重点群と教材群との同居者の有無の変化(ベースラインから4年目)の分布
区分
性別 同居から単身 不変群 単身から同居 合計
男 亘点群 度数 32 1496 60 1588 
% 2.0% 94.2% 3.8% 100.0% 
教材群 度数 22 2103 84 2209 
% 1.0% 95.2% 3.8% 100.0% 
合計 度数 54 3599 144 3797 
% 1.4% 94.8% 3.8% 100.0% 
女 重点群 度数 15 524 9 548 
% 2.7% 95.6% 1.6% 100.0% 
教材群 度数 10 394 6 410 
% 2.4% 96.1% 1.5% 100.0% 
合計 度数 25 918 15 958 
% 2.6% 95.8% 1.6% 100.0% 
表4男女別における40....59輩の重点群と教材群との同居者有無の変化(ペースラインから4年目)の分布
区分
性別 同居から単身 不変群 単身から同居 合計
男 夏辰事手 度寂 9 581 2 592 
% 1.5% 98.1% .3% 100.0% 
教材群 度数 4 874 4 882 
% .5% 99.1% .5% 100.0% 
合計 度数 13 1455 6 1474 
% .9% 98.7% .4% 100.0% 
女 重点群 度数 2 210 213 
% .9% 98.6% .5% 100.0% 
教材群 度数 2 139 2 143 
% 1.4% 97.2% 1.4% 100.0% 
合計 度数 4 349 3 356 


















群に差が見られなかったが，男性の QHT3高血圧に対する「現在実行中の生活療法(運動療法)J ， 















OHT1 Control Int・同町t QHTl ContTol Int・刊nt
Tot.ol 病値者 N 'も Tot.ol 病膿者 N % P Tot.ol 鋼陣者 N 'も Tot.ol 痛檀者 N 'も P 
y..r 1 3241 460 207 45 2413 436 223 51.5 0.066 year 1 692 46 23 50 825 84 25 39.1 0.254 
y..r 2 2939 441 184 41.7 2133 359 166 46.2 0.2 year 2 618 63 14 22.2 719 58 20 34.5 0.134 
y.目r3 2717 435 195 44.8 1955 353 146 46.4 0.402 yl!l!lr 3 491 25 10 40 662 67 26 38.8 0.917 
y..r 4 3392 367 156 42.5 5376 536 203 37.9 0.16 yaar 4 1113 58 20 34.5 940 35 17 48.6 0.18 
QHT2 Control Int・同町t QHT2 Control Int・同町t
Tot.ol 病院者 N % Tot.ol 痢臨書 N 
'‘ 
P Tot.ol 痢践者 N % Tot.ol 痢.者 N 
'‘ 
P 
y・r1 460 136 29.6 436 106 24.3 0.077 y.・rl 4目 19 41.3 64 24 37.5 0.687 
year 2 441 127 28.8 359 105 29.3 0.889 year 2 63 20 31.8 58 19 32.8 0.905 
y.・r3 435 128 29.4 353 90 28.1 0.377 y..r 3 25 9 36 25 4 18 0.598 
y.・r4 367 114 44.5 538 142 26.5 0.13 year 4 56 28 48.3 35 11 31.4 0.11 
QHT3 。ontrol Inte同・nt OHT3 Control Inte同・nt
Tot.ol 痢胞者 N % Tot.ol 病陣宥 N 
'‘ 
P Totel 備陣者 N % Totel 痢隙者 N 事‘ P 
y.・rl 460 由。 19.6 436 56 12.8 0.006 y.・rl 46 13 28.3 64 16 25 日702
y..r 2 441 74 16.8 359 68 18.9 0.42自yaar 2 63 10 15.9 58 14 24.1 0.255 
yaar 3 435 86 19.8 353 64 18.3 0.557 year 3 25 4 16 67 14 20.9 0.5曲目
y.・r4 367 74 20.2 536 87 16.2 0.13 year 4 58 21 36.2 35 4 11.4 。∞B
OHT4 Control Inta同町t QHT4 Control Int・同nt
Tot.ol 病自植者 N 
'‘ 
Tot.ol 病雌者 N もー P Tot.ol 病鴎者 N % Tot.ol 痢鴎者 N 9唱 P 
y・rl 460 78 17 436 54 12.4 0.086 y・r1 48 7 15.2 84 8 12.5 0.682 
yo・r2 441 68 15 359 82 17.3 0.377 yeor 2 83 自 12.7 58 7 12.1 0.918 
yo.r 3 435 62 14.3 353 55 15.6 0.802 year 3 25 3 12 87 5 7.5 0.482 
y・町4 367 54 14.7 536 84 11.9 0.22 yoor 4 58 自 10.3 35 4 11.4 0.87 
QHT5 Control In旬開開t QHT5 Con廿01 In国内・nt
Tot.ol 病院者 N % Tot.ol 病膿者 N 
'‘ 
P Tot.ol 病2・者 N 号色 Tot.ol 病陣者 N q命 P 
year 1 4目。 56 12.7 436 44 10.1 0.323 yo・r1 46 1 2.2 64 1.6 0.813 
yo・r2 441 59 13.4 359 41 11.4 0.405 y・r2 83 2 3.2 58 1.7 0.608 
yo・r3 435 48 11 353 42 11.9 0.705 year 3 25 2 8 67 。 。 0.019 
yo町4 367 45 12.3 536 61 11.4 0.69 y・r4 58 2 3.5 35 2.9 0.8自
RXHT Control Inte問・nt RXHT Control Inta刊ont
Tot・1 病隙者 N % Tot.ol 痢臓者 N % p Tot.ol 痢陣者 N 
'‘ 
Tot.ol 痢障者 N 'も P 
year-l 550 110 20 525 85 18.2 0.105 yo・rl 66 14 21.2 73 19 28 0.505 
y・r2 日33 1∞ 12 728 81 11.1 0.589 yo・r2 157 14 8.9 173 18 9.3 0.917 
yo.r 3 1049 110 10.5 901 84 9.3 0.392 v・or3 248 8 2.44 240 19 7.9 。ωe
y・r4 387 108 28.9 538 160 29.9 0.75 year 4 58 22 37.9 35 8 22.9 0.13 
OTCHl Control Inta同・nt QTCHl Control Inta刊・nt
Tot.ol 病白血者 N 
'‘ 
Tot.ol 病自植者 N % P Tot.ol 病隠者 N ‘ー Tot.ol 病院者 N '色 P year 1 460 207 45 436 223 51.5 0.066 yo・rl 61 29 35.8 64 20 31.3 0.585 
y・r2 386 146 37.6 276 106 38.1 0.895 yeor 2 79 23 29.1 56 20 34.5 。目503
yo・r3 378 142 37.6 3ω 95 61.7 0.11 y・r3 45 18 40 67 21 31.3 0.348 
y・or4 337 128 37.4 429 134 31.2 0.07 Y.・r4 71 28 38.8 42 17 40.5 0.68 
QTCH2 Control Int・同.nt QTCH2 Control Intorv・nt
Totol 痢陶者 N % Totol 鋼陣者 N 帖 P Total 病聞者 N '‘ Totol 病陶者 N '‘ P year 1 460 207 45 436 223 51.5 0.066 yeaf 1 81 35 43.2 64 22 34.4 0.279 
y...2 388 110 28.4 278 日7 31目3 0.412 year 2 79 31 39.2 58 23 40 0.961 
y...3 378 124 32.8 300 94 31.3 0.684 y...3 45 17 37.8 87 18 26.9 0.222 
v・.4 337 120 35.6 429 144 33.6 0.56 year 4 71 27 38 42 15 35.7 0.81 
QTCH3 Control Int・同町t QTCH3 Control Int・同町t
Totol 病院者 N '‘ Totol 病随者 N 号色 P Totol 病鴎者 N 号も Totol 病腺者 N % P ye..l 480 207 45 436 223 51.5 0.066 year 1 81 13 16.1 64 自 14.1 0.741 
y....2 388 65 16.8 278 58 20.9 0.178 y8af 2 79 9 1.4 58 10 17.2 0.328 
year 3 378 71 18.8 3∞ 54 18 0.794 year 3 45 4 自由 67 12 11.9 0.181 
y...4 337 58 17.2 429 74 17.3 0.99 year 4 81 21 29.6 42 4 自5 0.013 
QTCH4 Control In国内ent QTCH4 Control Int・同.nt
To也l 病障者 N 
'ー
Totol 病鴎者 N 9も P Totol 痢聞者 N % Totol 病践者 N % P 同町1 460 207 45 436 223 51.5 0.066 y...l 81 1 13.6 64 5 7.8 0.271 
year 2 38目 47 12.6 276 35 12.6 0.654 Y'圃.2 79 3 3.8 58 6 10.3 0.126 
y...3 378 41 10.9 3閃 29 9.7 0.58 y...3 45 自 13.3 67 8 11.9 0.827 
y.・.4 337 36 10.7 429 43 1日 0.77 y.a.4 71 1 15.5 42 5 11.9 0.6 
QTCH5 Control Into刊・nt QTCH5 Control Inte同・nt
Totol 病由者 N '‘ T。也l 病鴎看 N '‘ P Totol 病棟者 N 今色 Totol 病観者 N % P y・.1 460 207 45 436 223 51.5 0.066 year 1 81 2 2.5 64 3 4.7 0.467 
y・.2 386 36 9.3 278 27 9.7 0.85 Y'・.2 79 。 。 56 2 3.5 0.096 
y・.3 378 21 5.6 3ω 23 7.7 目27y.a.3 45 2.2 67 1.5 0.775 
y...4 337 38 11.3 429 48 11.2 0.97 y・.4 81 4 5.6 42 。 。 0.12 
RXHL Control Int・同nt RXHL Control In旭町・nt
Totol 病院者 N '‘ Totol 痢陣者 N '‘ P Totol 痢陣者 N % Totol 痢隙者 N 'も P v・.1 512 59 11.5 428 50 11.7 0.84 y.・γ1 1日1 18 17.8 73 16 21.9 0.501 
y...2 780 45 5.8 647 48 7.4 0.209 同町2 173 18 10.4 173 14 8.1 0.458 
v・.3 992 50 5 848 38 4.5 0.575 y.町3 266 5 1.9 240 8 303 0.302 
y...4 337 56 16.6 429 74 17.3 0.62 year 4 71 13 18.3 42 。 14.3 0.82 
QDMl Control Into刊・nt QDMl Control Int・同町t
Totol 病院者 N % Totol 痢鴎者 N % P Totol 痢陣者 N % T。回l 病陣者 N '骨 P 同町 1 195 64 32.8 168 < 26 0.158 y・..1 16 8 37.5 26 3 1.5 0.046 
y・町2 224 54 24.1 143 32 22.4 0.703 year 2 31 自 19.4 25 5 20 0.152 同町3 164 42 22.8 150 32 21.3 0.62 同町3 13 2 15.4 26 3 1.5 0.735 同町4 128 37 28.9 198 45 22.7 0.21 y...4 17 2 11.8 14 3 21.4 0.47 
QDM2 口。ntrol Int・同nt QDM2 Control Into刊.nt
Totol 病臨書 N '‘ Totol 痢闘者 N '‘ P Totol 病阻害 N '‘ T。也l 痢鴎者 N % P y・.1 195 自2 42.1 169 45 26.8 0.002 y・.1 16 7 43.6 26 日 30.8 0.394 
y・.2 224 76 33.8 143 53 37.1 0.54 y...2 31 4 12.9 25 7 28 0.151 
y・.3 184 68 37 150 48 32 0.41 y.・.3 13 5 38.5 26 自 23.1 0.314 
y...4 126 58 45.3 188 目。 45.6 0.98 y.a.4 」 17 7 41.2 14 8 51.1 0.38 
QOM3 Con廿。l Int・同町t QOM3 Control In旭町・nt
Total 病.者 N % Total 痢障者 N '‘ P Total 痢.者 N 司命 Total 痢臨書 N '‘ P 同町 1 195 51 28.2 189 39 23.1 0.497 開町1 18 4 25 28 3 1.5 0.258 
year 2 224 48 20.5 143 38 28.7 0.179 year 2 31 2 8.5 25 3 12 0.489 
ye・r3 184 49 28.8 150 29 19.3 0.188 v・町3 13 3 23.1 28 4 15.4 0.555 
yo・r4 128 38 28.1 198 58 28.3 0.98 y・r4 17 4 23.5 14 ' 42.8 0.25 
QOM4 Control Interv・nt QOM4 Con廿。l Inta刊・nt
Total 病陣者 N '‘ Total 病陣者 N % P Total 痢隠者 N '‘ Total ...者 N '‘ P year 1 195 37 19 189 29 17.2 0.854 y・r1 18 2 12.5 28 3 11.5 0.828 
ye・r2 224 33 14.7 143 24 18.7 0.597 year 2 31 。 。 25 4 0.281 
year 3 184 32 17.4 150 18 12 0.17 y・r3 13 2 15.4 28 。 。 0.04 
year 4 128 30 23.4 198 38 19.2 0.38 v・町4 17 2 11.日 14 2 14.3 0.83 
QOM5 Control Int・同町t QOM5 Control Int・同・nt
Total 病闘者 N % Total 病随者 N '‘ P Total 病阻害 N '曲 Total 痢陣者 N 'も P year 1 195 29 14.9 189 13 7.7 0.032 yaar1 18 z 12.5 1屯 目 。 0.065 
同町2 224 31 13.8 143 20 14 0.988 year 2 31 目 。 25 。 01. 
year 3 184 27 14.7 150 17 11.3 0.37 year 3 13 13 1∞ 28 28 1∞目
yeor 4 128 24 18.8 198 33 18.7 0.83 ye.r 4 17 。 。 14 7.1 日28
RXOM Control Intervent RXOM Control Inte同ent
Total 病隙者 N % Total 病陣者 N 司命 P Total 備障者 N '骨 Total 鋼障者 N % P 
y..r 1 285 34 11.9 258 22 8.5 0.183 開町 1 38 3 8.3 35 3 8.8 。871
v・町主 自18 39 8.3 512 20 3.9 0.089 year 2 125 2 18 140 2 1.43 0.908 
year 3 798 44 5.5 898 19 2.7 。∞7同町3 234 2 0.85 198 4 2.01 0.305 





















なわち、男性は BMI23. 5、収縮期血圧 127、総コレステロール 199、回Lコレステロール 53、女
性は、 BMI22. 1、収縮期血圧 119、総コレステロール 188、HDLコレステロール63とした。また、
喫煙本数は0を基準とした。
個人の BMI、収縮期血圧、総コレステロール、 HDLコレステロール、喫煙本数を、それぞれ、 B
Mli， SBPi， TCi， HDLi， SMiとすると、 NIPPONDATA90によるモデノレで、は、男性の健康危険度は R
=exp (-0.14ヰ(BMli-23.5)+0. 02* (SBPi-127) +0. 02牢Smi)、女性の健康危険度はR=exp(0.01*(SBPi
119) +0.0俳句i)によって求めた。また、 OSAKADATAによる男性の健康危険度は、 R=exp(0.017牢(S










表 2にベースラインと 2年次の重点、教材群別健康危険度を示した。男性においては、 N1PPON
DATA90から求めた 2年次の健康危険度は重点群は有意な差を認めなかったが、教材群では有意に
上昇しており、相対危険度(95先C1)は1.02 (1. 01-1. 03)であった。女性においては、 N1PPONDATA90
から求めた健康危険度は両群ともに変化を認めなかった。 OSAKADATAによって求めた健康危険度
は両群ともに変化が認められなかった。
表 1 重点、教材事業所別のベースラインと 2年次データ
変数 事業所 (N) 1年次 (S0) 2年次 (S0) 差(SD)
男性
BMI (kg/m2) 重点 (2199) 22.93 ( 3. 15) 23. 00 ( 3.09) 0.07( 0.80)**牢
教材 (3008) 23.07( 2.99) 23. 11 ( 3.01) O. 04( 0.77)牢寧
SBP (mmHg) 重点 (2184) 117.48 (16.30) 117.89(16.12) 0.41 (11. 23) 
教材 (2892) 117. 12 (14. 73) 118. 33 (16.07) 1. 20(11. 57)本牢牢
TC (mg/dl) 重点 (1439) 199.41(33.86) 200.28(33.81) 0.87 (21. 33) 
教材 (2344) 195.42(34.06) 197.95 (34.81) 2.53(20.62)* 
HDL(mg/dl) 重点 (1280) 54.61 (14. 56) 54.85(14.69) 0.24(7.48)*牢*
教材 (2344) 56.08 (13.01) 57.23 (13.42) 1. 16 (7. 14) *牢*
喫煙本数(本/日) 重点 (2022) 11. 31 (12.06) 10.91 (11. 87) -0.40(4.84)*牢*
教材 (2840) 10.49(11. 28) 10.41 (11. 21) -0.08(4.05) 
女性
BMI (kg/m2) 重点 (726) 21. 55 ( 3.51) 21. 52 ( 3.55) 一0.03(0.84) 
教材 (630) 21. 66 ( 3.17) 21.61(3.17) 一O.05( 0.81)牢牢
SBP(町nHg) 重点 (741) 108. 19 (16.57) 109.23(16.05) 1. 04 (10. 77) 
教材 (616) 107.84(15.07) 108.36 (15.93) 0.53(10.66) 
TC(mg/dl) 重点 (371) 201. 02 (34.08) 204. 53 (34. 76) 3. 50 (22. 19) *** 
教材 (423) 191. 90 (34.06) 196.16(35.15) 4.26(22.08)*** 
HDL(mg/dl) 重点 (371) 63.47 (14. 51) 63.30 (14.42) 一0.17(6.99) 
教材 (423) 67.23 (13.64) 67.87 (13.90) O. 64( 7.76) 
喫煙本数(本/日) 重点 (632) 1. 31 ( 4.46) 1. 22 ( 4.08) -0. 10 ( 1.82) 
教材 (572) O. 81 ( 3.15) 0.88 ( 3.29) 0.08( 1.68) 
牢;pく0.05，**;Pく0.01，牢本牢;pく0.0001
表2 重点、教材事業所別のベースラインと 2年次の健康危険度
事業所 (N) ベースライン HR 2年度 HR 相対危険度
(95%C1) (95免c1) (95民C1)
NIPPONDATA90 (男性)
重点群(1994) 1. 12 (1. 09-1. 14) 1. 11 (1. 09-1. 13) 0.99(0.82-1. 00) 
教材群(2767) 1. 08 (1. 06-1. 10) 1. 10(1. 08-1. 12) 1.02(1.01-1.03)** 
?JIPPONDATA90 (女性)
重点群(629) 0.93(0.92-0.95) 0.94(0.93-0.96) 1. 01 (1. 00-1. 02) 
教材群(552) 0.91(0.90-0.93) 0.92(0.91-0.94) 1. 01 (1. 00-1. 02) 
OSA臥DATA(男性)
重点群(1163) 1. 02(0. 96-1. 08) 1. 02(0. 95-1. 09) 1. 00(0. 97-1. 03) 
教材群(2217) 0.82(0.78一0.86) 0.82(0.79-0.86) 1. 01 (0.98-1. 03) 
*;p<0.05， **;Pく0.01，***;pく0.0001
4、重点、教材事業所別のベースラインと 3年次データ






表 4にベースラインと 3年次の重点、教材群別健康危険度を示した。男性においては、 NIPPON
DATA90から求めた 3年次の健康危険度は両群ともにベースラインと比較して有意に低下しており、
相対危険度(95虻1)は重点群では 0.98(0.97-0.99)、教材群では 0.99(0.99-1. 00)で、あった。女性
においては、 NIPPONDATA90から求めた 3年次の健康危険度は重点群でベースラインと比較して有
意に上昇しており、相対危険度(95覧c1)は 1.01 (1.00-1.02) で、あった。 os雌ADATAによって求め
た健康危険度は重点群で、は差を認めなかったが、教材群では 3年次の健康危険度はベースライン
と比較して有意に上昇しており、相対危険度(95九c1)は1.10 (1. 08-1. 13) であった。
表 3 重点、教材事業所別のベースラインと 3年次データ
変数 事業所(~) l年次 (SD) 3年次 (SD) 差(SD)
男性
BMI (kg/m2) 重点(1994) 22.91 ( 3.12) 23. 20 ( 3.17) 0.29( 1. 01)**牢
教材 (2742) 23.05( 2.96) 23. 14 ( 2.96) 0.09( 0.98)*ホ*
SBP (mmHg) 重点 (1956) 117.68 (16.21) 119.58 (16.29) 1. 90 (11. 72) *** 
教材 (2628) 117.11 (14. 63) 117.55 (14.82) 0.44(11. 39)* 
TC(mg/dl) 重点(1257) 199.60(34.60) 203.43(35.44) 3.83(22.86)*** 
教材 (2099) 194.94(33.87) 198.44(34.50) 3. 51 (21. 94) *本木
HDL(mg/dl) 重点 (1119) 54.23 (14.31) 55.31 (14.80) 1. 08 (8. 32) *** 
教材 (2099) 56. 16 (13.04) 55.60(13.32) -0.56(7.35)*** 
喫煙本数(本/日) 重点 (1876) 11. 34 (11. 83) 10.51 (11. 51) 0.83(5.80)*** 
教材 (2598) 10.43 (11. 04) 10.00 (10.99) -0.43(4.98)*** 
女性
BMI (kg/m2) 重点 (659) 21. 60 ( 3.54) 21. 73 ( 3.61) O. 12 ( 1.06) *** I 
教材 (506) 21. 52 ( 3.22) 21. 55 ( 3.23) O. 03 ( 1.06) 
SBP(町出g) 重点 (676) 108.34(16.57) 109.59 (16.08) 1. 25(11. 19)** 
教材 (495) 106.04 (13. 76) 107.37 (14.82) 1. 33(10. 42)** 
TC (mg/ dl) 重点 (332) 200.68(33.65) 208.34(35.57) 7.67 (25. 14) *牢*
教材 (304) 184.41 (31. 93) 191. 27 (34.23) 6.86(23.80)*** 
HDL(mg/dl) 重点 (332) 63. 79 (14. 15) 66.46 (14.25) 2.68( 8.24)*** 
教材 (304) 66.58 (13. 32) 67.02 (13. 13) 0.44 ( 9.07) 
喫煙本数(本/日) 重点 (590) 1. 22 ( 4.25) 1.23( 4.19) 0.01( 1.57) 
教材 (465) O. 89( 3.51) 0.81( 3.22) 一O.08( 2.41) 
本;p<0.05，**;Pく0.01，牢申牢;pく0.0001
表4 重点、教材事業所別のベースラインと 3年次の健康危険度
事業所 (N) ベースラインHR 3年度四 相対危険度
(95施c1) (95免c1) (95免C1)
NIPPONDATA90 (男性)
重点群(1836) 1. 13 (1. 10-1. 15) 1.11(1. 08-1.13) 0.98(0.97-0.99)牢牢
教材群(2511) 1. 08 (1. 06-1. 10) 1. 07 (1. 05-1. 09) 0.99(0.99-1.00)*ヰ
NIPPONDATA90 (女性)
重点群(587) 0.93(0.92-0.95) 0.94 (0.93-0.96) 1.01(1.00-1.02)*牢
教材群(452) 0.90(0.89一0.91) o. 91 (0. 89-0. 92) 1. 01 (1. 00-1. 02) 
OSA臥DATA(男性)
重点群(1163) 1. 06(0. 98-1. 13) 1. 07(1. 00-1.14) 1. 01 (0.98-1. 05) 
教材群(1977) 0.82(0.78-0.86) 0.90 (0.86-0.94) 1. 10(1. 08-1. 13)**牢
本;p<0.05，**;Pく0.01，*牢;p<O.OOOl
5、重点、教材事業所別のベースラインと 4年次データの比較






表 6にベースラインと 4年次の重点、教材群別健康危険度を示した。男性においては、 NIPPON
DATA90から求めた 4年次の健康危険度は両群ともにベースラインと比較して有意に低下しており、
相対危険度(95虻I)は重点群では 0.95(0.93-0.96)、教材群では O.97 (0.96-0. 98)であった。女性
においては、 NIPPONDATA90から求めた 4年次の健康危険度は重点群でベースラインと比較して有
意に上昇しており、相対危険度(95九CI)は1.01 (1.00-1.03) で、あった。 OS雌ADATAによって求め
た健康危険度は重点群では有意に低下しており、相対危険度(95出C1)は 0.96(0. 91-1. 00)で、あった
が、教材群では有意に上昇しており、相対危険度(95見C1)は1.09 (1. 06-1. 12) であった。
表 5 重点、教材事業所別のベースラインと 4年次データ
変数 事業所 (N) 1年次 (SD) 4年次 (SD) 差(SD)
男性
BMI (kg/rn2) 重点(1752) 22.82( 3.09) 23. 21 ( 3.17) o. 39 ( 1.13)牢*牢
教材 (2470) 23. 07 ( 2. 94) 23. 25 ( 2. 99) o. 18 ( 1.08) **牢
SBP(町出g) 重点(1730) 117.27 (16. 18) 119.00 (16.07) 1. 73(12. 04)*** 
教材 (2367) 117.18(14.74) 117.60 (15.45) 0.42(11.91) 
TC (mg/dl) 重点(1072) 199. 04 (34. 70) 203.32(35.93) 4.28(24.36)*** 
教材 (1857) 194.42(33.92) 199.68 (34.23) 5.26(22.85)*** 
HDL(mg/dl) 重点(959) 54.30(14.56) 56.42(14.99) 2. 13 (8.69) *** 
教材(1857) 55.98 (12.88) 56. 13 (13. 56) o. 15 (7. 71) 
喫煙本数(本/日) 重点(1682) 11. 40 (11. 74) 9. 77 (11. 03) 1. 64 (6.91) *牢牢
教材 (2307) 10.48 (11. 00) 9.69 (10.90) 一0.80(5.80)***
女性
BMI (kg/ rn2) 重点 (605) 21. 59( 3.56) 21. 75 ( 3.69) 0.16(1.21)*牢
教材 (480) 21. 58 ( 3.22) 21. 68 ( 3.34) o. 10( 1. 19) 
SBP (mml-lg) 重点 (619) 107.90(16.38) 109.08(16.73) 1. 18 (11. 19) ** 
教材 (466) 106.08(13.49) 107.29(15.45) 1. 22 (11. 37) * 
TC(mg/dl) 重点 (305) 199.19(33.46) 205.51(34.86) 6.31(24.32)*** 
教材 (289) 185.00(31. 06) 196.09(34.30) 1. 09 (24. 01) *** 
HDL(mg/dl) 重点 (305) 63.52 (14.42) 67.90 (14.91) 4. 39( 9.42)*** 
教材 (289) 66.65 (13. 08) 68.91 (13.52) 2. 26( 8.72)*** 
喫煙本数(本/日) 重点 (555) 1. 36 ( 4.38) 1.36(4.21) 0.00 ( 2.74) 
教材 (451) 0.86( 3.48) 0.76( 3.10) o. 10( 2.43) 
*; p<O. 05，牢*;Pく0.01， ***;pく0.0001
表6 重点、教材事業所別のベースラインと 4年次の健康危険度
事業所(~) ベースライン HR 4年度 HR 相対危険度
(95%CI) (95九cI) (95免CI)
NIPPONDATA90 (男性)
重点群(1596) 1. 14 (1. 11-1. 17) 1. 08 (1. 05-1. 11) 0.95(0.93-0.96)*** 
教材群(2511) 1. 08 (1. 06-1. 10) 1. 04 (1. 02-1. 06) 0.97(0.96-0.98)*牢牢
'HPPONDATA90 (女性)
重点群(531) 0.93 (0.92-0.95) 0.94(0.93-0.96) 1.01(1.00-1.03)* 
教材群(446) 0.90 (0.89-0.92) 0.91(0.89-0.92) 1. 01 (1. 00-1. 02) 
OSAKADATA (男性)
重点群(1082) 1. 00 (0.93-1. 08) 0.96(0.89-1. 03) 0.96(0.91-1.00)* 
































の一つである CDC(Centers for Disease Control and Prevention) を中心として組織されてい

































はHDLコレステロールでは、マイナス 5.0%""'プラス 5.0%である。総コレステロール(図 1-1)、






ではマイナス 3.0%""'プラス 3.0%で、あった。図 2-1、2-2は、逆に各検査機関で、%バイアスが最
大となった場合を示している。総コレステロールでは、%バイアスが最大の場合、その範囲はマ

























事業所、教材群 6事業所のうち 1事業所では、初年度にほぼ準じた 3種類の問診票を用いて生活
習慣等に関する調査を行った(初年度以外は 1種類の簡易問診票を使用していた)。東京A社につ
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①知隙(POPメ ②知鴎(ショーケー ③イベント ④家接むけ ⑤食環境への介入監ミー ⑦評価ニュー) ス・胆示)
2000 H12 3 / / / / j 
2000 H12 4 Jι l / i i 三士2000 H12 5 i i 」 i i 
2000 H12 6 / / / / / / 
2000 H12 7 / l i i i i 
2000 H12 8 / / / / / / 
2000 H12 9 / / / l 1 i 
2000 H12 10 / i i よ i 
2000 H12 11 / / / / / / 
2000 H12 12 / i i i i 
2001 H13 1 i / / / / 
2001 H13 2 / / / / / 
2001 H13 3 / 1 u i lL i 
2001 H13 4 
2001 H13 51.塩 .塩
2001 H13 6 
2001 H13 7 
2001 H13 a 
2001 H13 9 
2001 H13 10パフンス
2001 H13 刊滅塩
2001 H13 12 
2002 H14 1 
2002 H14 2 
2002 H14 3 POP1ン"ート
2002 H14 4 塩分クイズ
2002 H14 5パフンス
2002 H14 6 
2002 H14 7 
食堂に関する1"J守一 メニt裏、食堂肉表
ト 示の色分け開始
可ー r"ヲン}.it:普軒〉 ，ニュー ショ寸-}.肉の2002 H14 8 ，、・ー:'J ラヘ.島の色分け開始
2002 H14 91 "ヲ:，}.・ウォーキンザ
2002 H14 10 ，、・ランλ
2002 H14 11 
2002 H14 1_21 .. 
2003 H15 1パフンス
2003 H15 2 ".']ンλヲイλ. 卓上・残り汁
2003 H15 3 ，始奇、7聞、2汁輪A物、ヲ塩!:.l分二園遺田Z産n調圃






2003 H15 6 担当者1:'トト・'-i始 λ. 
2003 H15 7 ，、-ラ〉λ
2003 H15 8 
2003 H15 9LOi皐 レシピ配布 ，、・ラ:，}.
2003 H15 10 ，、・ランZ
2003 H15 11 
2003 H15 12 nヲンλ9イ}..pa同2 ".ランZ
2004 H16 1 
2004 H16 2減量・肥渇





































































n* 1売上 ( % )塩分% n 1売上( % 塩分%
2パO(月)たぬき 41 1 199 ( 20.6 ) 味噌ラー メン(味噌) 7 1 141 5.0 ) 
2パ3(木)カレー 61 1 205 ( 29.8 ) チャー シュー 麺(醤油) 6 1 139 ( 4.3) 
2/24(月)たぬき 44 1 207 ( 21.3 ) 味噌ラー メン(味噌) 19 1 164 (11.6 ) 
2/26(水)肉南蛮 48 1 174 ( 27.6 ) 9ンメン(醤油) 19 1 156 (12.2 ) 1.0 
2/27(木) からみもち 28 1 160 ( 17.5 ) 0.9 チャンホ.ン(塩昧) 47 1 176 (26.7 ) 
2/28(金)紀州梅、わかめ 30 1 135 ( 22.2 ) ピリ辛ラー メン(昧噌) 20 1 177 (11.3 ) 
4/25(金)天ぷら 27 1 179 ( 15.1 ) (1.9) ねぎ味噌ラー メン 8 1 129 ( 6.2 ) (2.1) 
5/9(金) めかぶ(冷) 15 1 153 9.8 ) t・1)辛ラーメン 25 1 161 ( 15.5 ) 
5パ6(金)えびおろし()令) 3 1 203 1.5 ) (3.0) ねぎ昧噌ラー メン 12 1 138 ( 8.7 ) 0.9 (1.6) 
6/2 (月) たぬき(冷) 4 1 211 1.9 ) (3.0) しようゆラーメン 6 1 104 ( 5.8 ) (1.9) 
614 (水) オクラ納豆(;令) 33 1 195 ( 16.9 ) (2.3) チャー シュー 麺(醤油) 6 1 134 ( 4.5) (1.8) 
6/6 (金) えぴおろし()令) 1 / 196 0.5 ) (2.4) 9ンメン(醤油) 8 1 147 ( 5.4 ) (2.0) 























































男性の平均歩行数は 10，859歩、女性の平均歩行数は 10，166歩であり、これらは健康日本21 
-124-



























率を見ると、 30分以内、 30分"'1時間、 1時間から 1時間 30分、 1時間 30分以上で、男性では




















































































































































































※ 介入開始時と平成 15年 12月を比べ 6人掛けテーフやルX4減
2)椅子
232脚

















































2000 (平成 12)年 1月平均 1.3% 
2000 (平成 12)年2月'"'-'201(平成 13)年8月平均 1.2% 







2001 (平成 13)年4月 594 (63.5%) 
2002 (平成 14)年4月 671 (82.1%) 
















年度 実施期間 参加人数 内容 使用教材等
1999 9/1-9/28 897名 ベー スフイン時における食生活・生活習慣の調 食生活質問票、生活習慣質問票の実施
3/13-3/16 (リー フレツ卜配布数約50枚)展示「日本人が1年間に摂る食塩を含む食品』 みそ、しようゆ等の実物展示、リー フレッ卜
2000 11中頃~ 展示r，日に食べる』とが望ましい野菜量」 フー ドモデル、リー フレット
-11中頃 展示r3つの食器を揃えようJ フー ドモデル、リー フレット
2001 4/9-4/21 Eベ935名 第1回あなたのお食事拝見キャンペー ン リー フレット、景品(野呆ジュー ス)
10/1-10/4 展示「食品中に含まれる油J フー ドモデル、食品(実物)、リー フレット
2002 4/5-4/20 延ベ817名 第Z回あなたのお食事拝見キャンペー ン リー フレッ卜、景品(野呆ジュー ス)
7130-8/23 15名 わが家のお手軽メニュー 募集 参加者全員に参加賞
11/13-11/24 食堂利用者の85% 野菜をたっぷり食べる週間 野菜料理(副菜)の配布等
11/25-12/2 商品交換者19名 野菜ジュー スゴクゴクキャンペー ン 研究班推奨野菜ジュー スの配布
2119-3/3 延べ869名 減塩推進キャンペー ン 低塩味噌汁の試食
2/22-2/28 345名 食事バランス改善キャンペー ン 記録カー ド
関連展示イベント
2003 4/4-4114 延ベ926名 第3回あなたのお食事拝見キャンペー ン リフレット、景品(野菜ジュス)
6/4- 25名 スリム化作戦2003 アドバイスレヲ一、記録表
7/4- 展示「アルコー ル飲料とご飯のカロリー 比較』 フー ドモデル、アルコー ル飲料(実物)







































































































































性男曜 1 z 3 4 5 
20-24象 -37 38-43 44-50 51-57 58-
25-29歳 -37 38-44 45-51 52-58 59-
お-34歳 -37 38-44 45-51 52-58 59-
男 35-39.歳 -36 37-43 44-50 51-57 58-
性 初-44歳 -34 35-41 42-49 ω-56 57-
45-49員長 -33 34-40 41-47 48-54 55-
ω-54蔵 -31 32-38 39-45 46-52 53-
55-岡高是 -29 お-36 37-43 44-50 51-
2O-24i1 -20 21-25 26-30 31-35 36-
25-29.量 -20 21-25 26-30 31-36 37-
お-34歳 -21 22-26 27-31 32-36 37-
女 35-39.量 -21 22-26 27-31 32-36 37-
性 締~例高覧 -20 21-25 26-30 31-35 36-
結-49歳 -19 勿-24 25-29 30-、-34 35-
冊目54歳 -18 19-22 23-27 28-32 33-



































































































? ? ????? ?? ?? ??? ?? ?? ? ?? ?? ?
スポーツ・遭 15 30 45 60 
動 分 分 分 分
ウオキンゲ 1 2 3 4 
ジョギンゲ 3 6 9 1 12
サイヲリンゲ 2 4 s 8 
ホ埠 2 4 6 8 
水中ウォ キン
2 4 6 8 ゲ
号ース 2 4 6 8 
ゴルフ 2 3 4 
ハイキンゲ 2 ‘ 6 8 畳山 3 6 9 I 12
釣り 1 2 3 4 
ガデニンゲ/圃
2 3 4 
芸
筋力トレ一二ン
2 4 6 8 
グ
~ンベル体揖 2 4 6 8 
徒手体慢 2 3 4 
ストレッチンヴ 2 3 4 
エアロピッヲ・'1
3 s 9 I 12ンス
社主ずンス 2 4 6 a 
Jt耳/キャッテ;r， z 4 6 8 
Jレ
サッ力 3 6 9 I 12
フゲピ 3 6 9 I 12
パレポル z 4 6 8 
バスケットポ
3 8 9 I 12
J~ 
車茸 2 4 6 8 
縄蹟び 3 6 9 I 12
武道 2 4 6 8 
ビリヤード 2 3 4 
ポリング 2 3 4 
スケト 2 4 6 自
スキー/スノーポ




ゲトポル 2 3 4 
スカッシュ 3 6 9 I 12
フケットポル 3 6 9 I 12






































自(喧) 1自由輯歩置 本'イント スポー ツ種目 .zx時間 本イjHP)本ーナJRf本pイ、シト 合計本イント(!f;) (P) (P) 
開① 8・52 8 ストレッチ."骨 2 1 








































10月 P 11月 P 






















































































































スポツ・週 15 30 45 60 
動 分 分 分 分
ウォキンゲ 1 2 3 4 
ジョギンゲ 3 6 9 12 
サイヴリンゲ z 4 6 8 
水泳 z 4 6 8 
水中ウォ キン
2 4 6 a ゲ
子ニス 2 4 6 8 
ゴルフ 2 3 4 
ハイキンゲ 2 4 6 a 
畳山 3 6 9 12 
釣り 1 2 3 4 
ガデニンヴ/圃 1 
葺
2 3 4 
筋力トレニン
2 4 6 8 ゲ
ラfンベJレ体操 2 4 6 8 
徒手偉樋 1 2 3 4 
ストレッチンゲ 1 2 3 4 
エアロピッウ・ '1
ンス 3 6 9 12 
社支':1ンス z 4 6 8 
野耳/キャッチf，
J. 
2 4 6 8 
サッカ 3 6 9 12 
フゲピ 3 e 9 12 
パレポル 2 4 6 自
パスケットポー
J. 
3 s 9 1 12
卓司 2 4 6 8 
縄跳び 3 6 9 12 
震温 z 4 6 8 
ピリヤ ド 1 2 3 4 
ポリング 2 3 4 
スケト 2 4 6 8 
スキ/スノ ポ
2 4 6 8 ドー
。ロスカントリ ス
3 6 9 1 12
キー
ゲトポル 1 2 3 4 
スカッシュ 3 6 9 12 
ラケットポル 3 6 9 1 12
1¥トミントン z ‘ 6 8 
旧常生活歩叡ポイント換算事司
歩散〔歩) ポイント













































結果、 37名の応募者が集まり、 14名 (38%)が1ヶ月以上の禁煙を達成した。ある程度の参加
者が得られることが明らかになったので、 10月から 12月にかけて今年度 2回目のチャレンジ禁
煙レースを実施したところ、 28名の参加申し込みがあり、 15名 (54%)が 1ヶ月以上の禁煙を
達成した。
平成 14年度は、世界禁煙デーに合わせて 6月にポスターの掲示やチャレンジ禁煙レースの募集
を行い、 7月 1---9日の聞に禁煙を開始し、 42日目のチェックの際に 1ヶ月以上の禁煙が続いて
いれば禁煙達成とした。 22名の参加申込者のうち、 2名は出張その他でキャンセルされ、 20名を
対象にニコチンパッチを使用しての禁煙支援を行った。その結果、 10名 (50%)が 1ヶ月以上の
禁煙を達成した。
平成 15年度は 5月および 12月の 2回の禁煙レースが実施された。何れも希望者にはニコチン












































































































.2月:rバランスのとれた食事 (3つのお皿をそろえよう!) J 























































































解が43人、 2問正解が4人、 1問・0問正解が O人であった。後日、参加者全員に記念品を配布し
た。


















健康増進委員5人、診療所スタッフ 3人)で、あった。応募者59人中、全問正解が 19人、 2問正





( 8) rバランスと野菜」シリーズ (2003年6月-8月)
事業所内の担当者の不得意な分野について、菊池有利子先生にお手伝いいただいた。
1 )ポップメニュー(菊池先生作成)の掲示




. 7月2日 8月6日:r料理の色分け、覚えてね!J【その 1]
・8月6日-27日:r料理の色分け、覚えてね!J【その2】




































いた従業員には、後日昼食時の食堂で記念品を配布した (7月 28日・30日・31日、 8月 1日・
5日の5回)。































ほぼ毎回読む 42(81%) 34(85%) 8(67%) 
ときどき読む 7(13%) 4 (10%) 3(25%) 
ほとんど読まない 3(6%) 2(5%) 1(8%) 








第2・3・4回のクイズへの応募回数で分けてみると、 3回応募:19人、 2回応募:20人 (02脂
質+03減塩 :8人、 03減塩十03脂質 :8人、 02脂質+03脂質 :4人)、 1回応募:61人 (02脂
質:16人、 03減塩:24人、 03脂質:21人)であった。この結果から、 1回のクイズ応募者のう
ち約4割がその 1回だけの参加者、残り約6害IJが繰り返し参加者(リピータ)ということになる。
第2回 2002年・秋 脂質 47 18 21 26 
第3回 2003年・春 減塩 59 20 22 37 




















由については不明である。そこで 11月には測定をいったん中止したが、 2003年 3月からの減塩
キャンベインにあわせて測定を再開した。この時点でも塩分濃度は前年秋と同様の値で、あった。

























































32人と少なかった。 2003年6月には [梅雨のダンベノレ運動講習会Jを開催した。 「先着 100名に















たものが 167点集まり、それをさらに担当者らが審査して最終的に優秀作品 12点(最優秀賞 1









昼休みには総務課担当者が常時 1人部屋に待機し、利用者に応対した。利用者数は 11月が 94





























32人(女性8人、男性 24人、うち 4人は診療所スタッフ、参加率は全従業員の約 2%)が応
















































前年秋には、チューブ体燥を中心とした講習会を 4回 (1日2回を 2日)開催したが、その合






























職場が 4つ(うち 3つは従業員数 1桁の関連会社)、それに続く 2職場は従業員数が 250人以上













































i ダンベル少年 1 スポーツするファットマン






























































食堂喫煙室 3/24・3/26I 847・938 有 不良
同・短のれん付き I3/31・4/2 I 911.919 有 不良
同・長のれん付き 6/4 835 なし 非常に不良
本館2期休憩室 4/9・4/14 330・310 有 不良
K6/5F南喫煙室 4/16 112 なし 良
本館 1期休憩室 5/12・5/14 243・226 有 不良
K2/1F休憩室 5/26・6/2 311・244 有 不良
生技棟 2F施設保全 5/19・5/28 59・69 多量 良(漏れが多いため)
事務棟 1F喫煙室 6/9 81 有 不良
生技棟 1F休憩室 6/11 79 多量 |良(漏れが多いため)
K2/3F休憩室 6/25・6/27 119・115 多量 不良



























































喫煙室場所 来 務事 事 食 K K K K K 本 本 生 生
J怪Eと11. 陸JITとL 監
客 志匂Fう更)5闘 堂 2 2 4 4 4 6 館 豊富 技 技 視 視 視
応 棟 棟 1 2 棟 4東 室 :主 室ー
接 1 4 1 3 1 2 3 5 期 期 1 2 1 2 3 室 F F F F 
F F F F F F 戸力屯事ゐ
対策 北













































事務棟4F喫煙室 197 なし 0.10 
食堂喫煙室 938 有 0.66 1154 なし 0.25↓ 
K2/1F喫煙室 244 有 0.22 246 少量有 0.47↑ 
K4/1F喫煙室 265 なし 171 少量有 0.30↑ 
K4/3F喫煙室 190 有 0.15 513 なし 0.45↑ 
K6/5F喫煙室 112 なし 0.11 230 なし 0.11 
本館 1期喫煙室 226 有 0.23 469 なし 0.07↓ 
生技棟2F監視室 69 多量 0.12 42 なし 0.03 
第 1監視室 12 なし 0.03 
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B g ~ g σ3 CE、S3 F 8 gqDg F、
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01年5月 総務課 なし 9 5 (56) ワ ワ
2 01年7月 総務課 なし 。
3 02 I"f 1月 産業医 あり 20 16 (80) 14 (70) 14 (70) 
新規 :7 2 (29) 2 (29) 
4 02 (ド5月 総務課 なし つ
独力 :9 9 (100) 9 (100) 
5 03年 1月 産業医 あり 10 10 (100) 6 (60) ? 
新規:1 1 (100) o (0) 
6 03年5月 総務課 なし ?当聖
独力 :3 3 (100) 3 (100) 


















































































































参加者数は 10人、全員男性で年齢は 39.9:t5.4歳(平均±標準偏差) (26'""46歳)であり、第
3回レース【44土7歳、 35'""57歳】より若い傾向にあった。禁煙するまでの喫煙本数は 26.5:t8.2 
本/日 (20'""40本/日)、喫煙期間は20.7:t6.0年 (6'""27年)で、タバコの銘柄としてはMild・Light













禁煙達成者だけでは 6.0土2.2点 (3'""9点)、失敗者だけでは 8.3:t0.5点 (8'"9点)で、あった。
また禁煙開始前の呼気中一酸化炭素濃度は 25.5:t10.0ppm (7 '""36ppm)で、あった。これを禁煙
の成否で分けると、禁煙達成者だけでは 22.2:t11.7ppm (7 '""36ppm)、失敗者だけでは 30.5:t 
4.4ppm (25'""35ppm)であった。以上より、禁煙失敗者の場合、ファガストローム・テストのポ
イント、呼気中一酸化炭素濃度ともに、達成者に比べて高い傾向にあった。なお、禁煙開始約 1







とてもf止に まあまあ投 あまり役に立 役に立たな
|立った に立った たなかった か，った
禁煙パンフレット 3人 3人 2人 2人
禁煙手帳 4人 2人 2人 2人
おたより(リーフレット) 2人 6人 1人 1人
医師の説明 (45分) 9人 1人 0人 0人
































































禁煙開始後 3ヶ月までの聞に再喫煙の危機が「全くなかった」が 2人(禁煙達成者 :2人、失























































































































































































































肉 3 9 2 7 
肉・野菜 1 6 1 9 
肉・旦腐 3 3 
肉・卵 1 1 
魚 30 3 7 
魚・野菜 3 7 
野菜 3 1 
旦腐 2 2 
計 9 7 9 7 
調理形態
揚げ物 36 34 
;抄め物 1 7 1 7 
焼き物 3 2 30 














/.1合示会/."全会余命 i.争会庁舎1&' ，- 1& べ: 盟百
~，T ' ~<\:' ~":!. 
"，<:Y "，<:Y' "，<:Y 
( 2 )従業員食堂の定食と一品献立の出食数とその割合(抜粋データ)
2002年12月-2003年1月の出食状況
月日 3定食 一品献立 3定食割合作も)一品献立(%)
12月21日 102 105 49 51 
12月22日 13 67 16 84 
12月23日 22 78 22 78 
12月24日 343 170 67 33 
12舟25日 308 209 60 40 
12月26日 323 209 61 39 
12月28日 111 174 39 61 
12月29日 46 28 62 38 
12月30日 32 33 49 51 
l月4日 39 13 75 25 
1月5日 13 48 21 79 
1月6日 303 199 60 40 
1月7日 311 192 62 38 
1月日日 321 184 64 36 
1月9日 286 215 57 43 
1月10日 279 204 58 42 
1月12日 30 44 41 59 
1月13日 25 108 19 日1
1月14日 296 194 60 40 
1月15日 297 206 59 41 
1月16日 307 190 62 38 
1月17日 302 185 62 38 
1月18日 50 161 24 76 
1月19日 25 30 45 55 
1月20日 311 166 65 35 
1月21日 301 216 58 42 
1月22日 344 122 74 26 
1月23日 274 153 64 36 
1月24日 295 195 60 40 
1月25日 77 150 34 66 
1月26日 12 73 14 86 
1月27日 303 163 65 35 
1月28日 301 209 59 41 
1月29日 276 228 55 45 
1月30日 290 202 59 41 
1月31日 257 228 53 47 
注 1 3定食 :S定食、 A定食、 B定食
一品献立:めん類、カレーなど
注2 週末(土・日)の定食は 1種類 (A定食)のみの提供
2003年9月-10月の出食状況
月日 3定食 一品献立 3定食割合(%)一品献立(%)
9月6日 47 88 35 65 
9月7日 24 49 33 67 
9月8日 287 135 68 32 
9月9日 331 93 78 22 
9月10日 311 176 64 36 
9月11日 294 180 62 38 
9月12日 276 199 58 42 
9月13日 67 44 60 40 
9月14日 26 58 31 69 
9月15日 37 62 37 63 
9月16日 366 113 76 24 
9月17日 265 200 57 43 
9月18日 278 175 61 39 
9月19日 302 141 68 32 
9月20日 40 80 33 67 
9月21日 27 27 50 50 
9月22日 298 158 65 35 
9月23日 91 49 65 35 
9月24日 313 134 70 30 
9月25日 277 221 56 44 
9月26日 297 187 61 39 
9月27日 88 105 46 54 
9月28日 27 31 47 53 
9月29日 298 176 63 37 
10月1日 348 111 76 24 
10月2日 317 154 67 33 
10月3日 315 153 67 33 
10月4日 40 116 26 74 
10月5日 33 40 45 55 
10月6日 329 128 72 28 
10月7日 351 191 65 35 
10月8日 298 204 59 41 
10月9日 311 165 65 35 
10月10日 298 201 60 40 
注 1 3定食 :S定食、 A定食、 B定食
一品献立:めん類、カレーなど




って、献立内容の質を低下させないように仕向ける目的もある。 (1) (2) に示した成績
からは、介入による改善が維持されていると評価できる。
7.従業員食堂におけるその他の食環境改善












①佃圃(PDP ②佃掴 ⑤食環埴へ ⑥宣堂・#当〈ショーケー ③イベント ④軍旗むけ ⑦静価メニュー) スー厘示〉 の介入 聾者介入
2000 H咽2 3 
2QOO H12 / 
2000 H12 
2000 H唱2 / 
2000 H咽2 7 
2000 H唱2 a 
2000 H咽2
ー2000 H咽2 10 
2000 H咽2 11 / 
2000 H12 唱2
200唱H唱3 ' 200唱H13 2 / / 
200唱H咽3 3 
キックオフイ
200唱H13 .1.買 圃配置 ベント『画質量聾』につい
て
2001 H13 5 
2001 同句3 定食陣立田肝・‘畢岨用食 定食匝立由墨田入 醇橿
2001 H13 71r(ヲンス 歯科







2002 H咽4 1 司b + 
2002 H咽4‘ 2 
2002 H咽4 31 + 






2002 Hl. e 
璃量JII:輔、7




2002 H咽4 9 ジュ-A権量 直普3~食四割E盤固抽 受曹直に圃
キャンベーン するアンケト圃査
2002 H旬. 唱。 ヨ1!:'11ドリユ，ク 出宣量モニタにつL、て リング聞抽
2002 H咽4 唱t 連盟‘
盆橿園町朝
卓について
世酒について 置酒に回する2002 H咽. 12 E演 t適量ー酒田 クイズ肴}
2003 H15 1 飲酒 田l園fわ揖別震と
2003 H15 2 温掴1(1田町 '14""- 7，1.:]-10 塩骨霊園量》
2003 H唱5 31 ljFイエット ま由れッブる園塩に分吉量 定由倉PR3橿'=量ュ札
について 陸置









2003 H旬S 8軍賓と置車 ジュース権量 ングfレシピ}
キャンベン 由配布
2003 H唱5 911f1ll 拍田車章ヲ聾ユ画ー ス 」
2003 H唱5 叩室生活左値庫 圃臨調に含まれる塩分量
第 2圃Iflll圭
食軸圃E・1-野 司自唱600 たっぷり食ベ
2003 H唱S 刊耳E・キャシ ""'"由献立に る週間【野.
ベーン圃恒 ついて 調イズ理3鼠企ーク
2003 H旬5 旬2野ベー菓ンキのャン帽畢 適正な橿車工ネJレ有巳ー とlま












て滋賀 D社グ、ルー フ。の 4社ごとに計 4回のウォーキング実技講習会を実施した。
最初のキャンベーンとして、ボーナスポイントを伴わない歩数のみによるアクティブポイント
キャンベーンを 2ヶ月実施することとし、 2ヶ月間の達成目標は 600ポイントに設定した。その
結果、参加率は 49札目標の 600ポイント(ほぼ毎日 10，000歩に相当)達成者は全社員の 29%で
あった。またこのキャンベーン以外の身体活動量増加方策として、昼休みを利用してウォーキン
グコースを歩くミニウォーキングツアーやフィットネスルーム利用促進キャンベーンが行われた。




























備で未提出の部署が 3ヶ所、達成者 0の部署が 5ヵ所あったものの、参加率 79弘、達成率 54%と
今までと比べて大きく改善し、特に 18部署(合計 100人)では全員が目標を達成していた。アク
ティブキャンベーン以外には、町の教育委員会の支援を仰いで、 12月7日'"'-20S， 1月 14日~
17日の8日間、握力、上体起こし、ジャンプステップ、閉眼片脚立ち、立ち幅跳び、腕立て伏せ、

































滋賀 D社は介入研究参加 12事業所の中で、ベースライン調査時の 35"""-'60歳男性の喫煙率が第
2位 (62%)、喫煙者に占める 1日30本以上のへピースモーカーの割合が 1位 (3珂)であり、
喫煙対策が急務とされた。そこで喫煙者を対象として 42日間のチャレンジ禁煙レースを年数回実
施するプランをたて、喫煙者への介入だけでなくレース実施の周知・広報を広く行うことにより
禁煙に向けての波及効果的な雰囲気作りを進めることとした。 2001年度の第 l回目は、 5月に実











し、参加者は 17名でうち 10名はニコチンパッチを使用せず、 7名はニコチンパッチを使用した。
それぞれの 1ヶ月以上の禁煙達成者は 5名と 7名で、禁煙達成率は 47%で、あった。第2回目のレ
ースは 11月にスタートし、参加者は4名で lヶ月以上の禁煙達成者は 2名であり、禁煙達成率は
50%であった。また 11月29日に前年度と同様に分担研究者の大和助教授による分煙アセスメン
トを行うと同時に、職場の喫煙対策に関する講演会を実施した。
2003年度についてもほぼ同様に計 2回の 42日間チャレンジ禁煙レースが行われた。第 l回目
は7月から開始し、参加者は 12名でうち 3名はニコチンパッチを使用せず、 9名はニコチンパッ
チを使用した。それぞれの 1ヶ月以上の禁煙達成者は 5名と 2名で、禁煙達成率は 58%であった。





































































































































































































































































④「食堂・ご飯の量測定キャンベーン第 1弾J <7月 30日実施>
⑤「昼食拝見キャンベーンJ(社内昼食・お弁当摂取状況調査)ぐ8月 19・20日実施>































11 '""'12月:rアルコー ル飲料とご、飯のエネルギー 量の比較J







1 )味覚チェックイベント・減塩推進キャンベーン結果(平成 15年 4月 21日・ 22日実施)
対象:全従業員 455人中 368人 (81弘)参加
結果:0.8覧の味噌汁を自宅の味噌汁に比べて薄いと感じた者 151人 (41見)、濃いと感じた




男 (222人) 80人 104人 37人
36見 47覧 17覧
女 (146人) 71人 58人 18人
48九 40九 12九
計 (368人) 151人 162人 55人
41% 44% 15% 
2) 第 1回家庭の味噌汁の塩分濃度・減塩推進キャンペーン結果
(平成 15年 5月 29日実施)




















0.4 0.5 0.6 0.7 0.8 0.9 1 L1 1.2 1.3 1.4 
塩分濃度(%)
3) 第 2回家庭の味噌汁の塩分濃度・減塩推進キャンベーン結果






2固とも参加者した者 48人の塩分濃度は、低下した者 50潟、変わらない者 25札濃
今後もくなった者 25切であった。低下した者が多いが濃くなったものも 25%あり、
減塩の定着が望まれる。























(平成 15年 8月 19日20FI) 昼食拝見イベント5) 
①昼食に対するアンケート

































<個人宛結果返し例> 部署コード:00 個人コード:00 氏名 :0000 様
「昼食拝見キャンベーンJにご協力戴きまして有り難うございました。
h月20日のあなたのお弁当のエネルギー量は?I






(kcal) ( g ) ( g ) ( g ) 
所要量 2405 70 55 10.0 
摂取量 723 20. 5 31. 6 5.41 
充足率
(%) 30 29 57 54 
I長養ひと言アドバイス|
























1/・3/・"・ 11・・11 1 /・1/・3/・
1年間の、脂肪エネルギー比率の平均は 19.0%、20%未満の日数は 56日中 25日、 25%
を越えた日は 56日中 10日であった。月別の脂肪エネルギー比率の平均は、 20%未満の月





















































( g ) 
H15 H16 
2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 12月 1月 2月 3月

















平履15隼1月2月 3月 4.1 5月 7.1 8月 9月 10月 11月 12月 2月 3月
7)塩分モニタリングの経過
①社員食堂汁物の月別塩分ノfー セント
平成 13年と、 14年の測定では、1.1 %、1.2%と塩分濃度が濃かったが、 14年 1月以降はほと











令 dト〈争状ぐト"'~ "'~ .~♂ ro~ '\~ .，キク dトヘ令 A夕
、歌手「ヘ 44F V ヘヘ~""
p. "，~r;j" ~" iS 
'" 
②調味料、漬物の消費量
平成 14年 10月から 16年 2月までの調味料、漬物の消費量測定の結果、醤油、ソース、梅干、福
神漬けの消費量はほとんど変化していないが、社員給食でのたくあん消費量は日による変動はあ

























.、今、与や甲.s-や>^o'^ 09^ ~~ ~、~-、今、-2'qd今、'合JO タタザチタ夕、旬、、'eJ
f q今~ '~ 
別表1 栄華イベント・キャンペーンの実施状況 (京都E社)
1999年8月 -2000年3月(各々の1999年度基本健診終了時3ヶ月の期間)に環境アセスメントを実施。
①知識(POPメ ②知機(ショーケー ③イベント ④家族むけ ⑤食環境 ⑥食堂・弁 ⑦評価ニュー) ス・展示) への介入 当業者介入
2000 H12 3 / / / / / / -r 2000 H12 4 J / / / / / 
2000 H12 5 / どと / / / i / 
2000 H12 6 / / / / / / / 
2000 H12 7 / / / / / / / 
2000 H12 81/ / / / / / / 
2000 H12 9V レ/ V ν ν 
2000 H12 10 濡塩
2000 H12 11 
2000 H12 12 + 
2001 H13 1バランス
2001 H13 2 塩分・卓上調味料
2001 H13 31. 卓上調味料泊費量
2001 H13 4滅塩 滅塩
2001 H13 5 
2001 H13 61 . 
2001 H13 7バランス 由貿展事
2001 H13 8 
2001 H13 91 • 
2001 H13 10 濡塩
2001 H13 11 
2001 H13 12 + 
2002 H14 1パフンス
2002 H14 2 
2002 H14 31 . 
2002 H14 4滅塩
2002 H14 51 . 
2002 H14 6111'!満・歩行
2002 H14 7 飲料
2002 H14 8 値直体講座
2002 H14 9 彩り弁当 彩り弁当導入
2002 H14 10 ，.イ工ヲト・濡塩 1日の塩分擾取 滴しよう 卓上・塩分ゆさし
2002 H14 11 ゲイエヲト・DM. 1調味料の塩分
2002 H14 12 運動・疾患 J .塩の工夫
2003 H15 1 1 弁当業養計算
2003 H15 21 • + 
2003 H15 3滅塩ゲイ工ヲト 勧フ官置の塩分
2003 H15 4臨賀 エヰルギー ごー飯の量 滅塩推進(味覚予nヲ}
外食卓二1寸1)I;t.，N. (蜜庄の味噌汁塩 憲庭味噌汁塩分量2003 H15 51l 度劃定・レシピ・祉ギー 分測定} 肉報
2003 H15 61/¥ランス 清諒飲料水ー間食の加リー
2003 H15 7ドリンク 食堂・定食のご飯量劃定
2003 H15 8ウエイトコントロ 1600KLlの献立 昼食拝見キャンヘ.ン)" {お弁当拝見}
2003 H15 9イベント也力お礼 適正接取量l孟?+
2003 H15 10 食物織錐・イベント 野菜のカリウムに {家庭の味噌汁塩案肉 ついて 分濁定)
2003 H15 11 アルコルとご勉食生活と鍵庫 のカロリー
2003 H15 12 コレスTロー ル・カルシウム
2004 H16 1骨 風邪予防の食事
2004 H16 21痛スア風ップ生，舌習慣セン
2004 H16 3減塩
















( 3 )平成 12年度以降の禁煙サポート状況
平成 12年度は 5月の「世界禁煙デー」に合わせてキャンベーンを実施したところ、 13名の応






















禁煙開始日 月日( ) 本人が設定
1~3 日 fl 月 日( おたより その 2 (全員) 対象者に手渡しで配布して下さ
~ IJ ( ) し、。
5~8 I:'J目 月 日( ) おたより その 3 (禁煙継続中) 対象者の部署を巡回し、





12~16 日目 月 日( おたより その 5 (禁煙継続中) 対象者の部署を巡回し、




26~29 日目 月 日( タバコの誘惑から身を守るコツ 全員に配布して下さい。
~月日( ) 

















































業所では年 2回 (4月・ 11月)の定期健診が実施されている。そこで、平成 15年度は、この 2
回の健診の際に簡易体力測定(握力・長座位体前屈)を行い、その聞にダンベル・ストレッチの
講習会などを開催し、その効果を検証しようと計画した。
平成 15 年 4 月 21~22 日の定期健診の際に簡易体力測定を行った。参加者は 371 名、平均年齢
は44.7歳 (SD9.9歳)、平均握力は右34.5kg(SD9.9kg)、左32.4kg(SD9.7kg)、体前屈平均値
は5.2cm(SD8.0cm)であった。
平成 15年 10月 10日・ 17日にはストレッチ・ダFンベノレの講習会を開催した。勤務時間終了後
に約 1時間の実技講習会を行い、参加者には 1kgのダンベルを2個提供した。健診機関(滋賀保
健研究センター)からインストラクターの派遣を受け、内容は当研究班が推奨しているダンベル・






調会出席 JO，o L~，4 o，4 
調会欠席 Jo，1 J.4 9A 






講習会出席 ベースうイン 30，o ~H o.4 
介入後 31.o L~.4 1，3 
講習会欠席 ベースうイン 3~ ， 1 314 0.4 
」ー




兵庫F社においては 1999年 9月に 1年目(ベースライン)の健診および問診票による調査を
実施し、 2000年4月に栄養・運動介入の環境アセスメント調査を実施、 2000年 6月より全体介
入を開始した。 2003年9月に研究期間における最終の健診および問診票による調査が行われ、平







































具体的には、 パート 1: 日本人が 1年間に摂る食塩量 (2日間)
ノぐー ト 2: 塩分を多く含む食品って? (2日間)










事バランス改善キャンベーン」を平成13年 12月と平成 14年 8月の 2回、実施した。この
キャンベーンでは 4日間にわたって毎回の食事の内容がバランスよく摂取できているかどう
かを各自で、チェックしてもらうためのカードを全員に配布した。


















































































3/11 (火) 3/12(水) 3/13(木) 3/14(金)
素材 にんじん ほうれん草 大根 キャベツ
-にんじんの白和え -ほうれん草の柚浸し -大根の梅肉和え -コールスロー
提供































































人数 H11年度 H12年度 H13年度 H14年度 H15年度
男性 226 22.43 22.38 22.43 22. 71 22.35 
女性 94 21. 22 21. 05 21.04 21. 38 20. 95 
o H11年度在籍集団における BMI孟25.0(肥満)の者の割合の推移
人数 H11年度 H12年度 H13年度 H14年度 H15年度
男性 226 41 (18.1九) 41 (18.1%) 39 (17.3弘) 47 (20.8活) 39 (17.3%) 
女性 94 11 (11. 7九) 9 (9.6九) 9 (9.6覧) 11 (11. 7九) 8 (8.5協)
o H11年度在籍集団における収縮期血圧値平均値の推移
人数 H11年度 H12年度 H13年度 H14年度 H15年度
男性 226 115.5 119. 1 117.3 116.3 115.3 
女性 94 103.8 107.6 107.2 105.5 104.9 
o H11年度在籍集団における拡張期血圧値平均値の推移
人数 H11年度 H12年度 H13年度 H14年度 H15年度
男性 226 68.6 71. 9 73.2 71. 2 70.3 
女性 94 60.3 64.2 65.6 62.8 62. 1 
o H11年度在籍集団における総コレステロール値平均値の推移
人数 H11年度 H12年度 H13年度 H14年度 H15年度
男性 112 196. 1 202. 1 201. 3 206.5 205. 1 
女性 44 199.7 200. 7 203.9 203. 1 213.2 
-236-
o H11年度在籍集団における HDLコレステロール値平均値の推移
人数 H11年度 H12年度 H13年度 H14年度 H15年度
男性 112 55.2 56.9 55.8 58. 7 61. 1 
女性 44 61. 8 63. 7 62.8 66. 7 65.5 
0 職場で受ける受動喫煙の程度はこの数年で変化しましたか? (平成 15年度調査)
全体 大変改善した まあまあ 変わらない 悪くなった
改善された
男性 351 146 (41. 6九) 134 (38.2切) 69 (19.7覧) 2 (0. 6覧)
女性 175 60 (34.3覧) 75 (42.9九) 38 (21. 7覧) 2 (1. 1九)
0 現在の 1 日あたりの歩行数は 1~2 年前と比べて増えていますか? (平成 15年度調査)
全体 増えている どちらかとい あまり変わら どちらかとい 減っている
えば増えてい ない えば減ってい
る る
男性 356 45 (12.6九) 49 (13.8%) 200 (56.2弘) 28 (7. 9略) 34 (9. 6弘)




平成 1年度 平成 15年度 平成 1年度 平成 15年度
全体 224 224 91 91 
全く思わない 35 (15.6%) 23 (10.3九) 17 (18. 7九) 15 (16.5弘)
あまり思わない 78 (34.8免) 75 (33.5切) 32 (35. 2弘) 27 (29. 7略)
ある程度思う 86 (38.4九) 115 (51. 3犯) 34 (37.4九) 46 (50.5九)
その通りだと思う 25 (11. 2切) 1 (4.9切) 8 (8.8九) 3 (3.3%) 
o <H11年度在籍者集団についての推移> 現在、塩分の取りすぎに注意していますか?
男性 女性
平成 1年度 平成 15年度 平成 1年度 平成 15年度
全体 239 239 108 108 
全く注意していない 66 (27.6弘) 44 (18.4%) 24 (22.2切) 15 (13.9%) 
あまり注意していない 98 (41. 0九) 82 (34.3免) 25 (23. 1 %) 28 (25.9免)
ときどき注意している 56 (23.4免) 64 (26.8九) 37 (34.3九) 32 (29.6九)
いつも注意している 19 (7. 9首) 49 (20.5切) 22 (20.4%) 33 (30.6明)
o <H11年度在籍者集団についての推移> 現在、脂肪の取りすぎに注意していますか?
男性 女性
平成 1年度 平成 15年度 平成 1年度 平成 15年度
全体 239 239 107 107 
全く注意していない 76 (31. 8覧) 49 (20.5泊) 12 (11. 2%) 9 (8.4切)
あまり注意していない 77 (32.2免) 72 (30. 1略) 30 (28.0九) 22 (20.6弘)
ときどき注意している 67 (28.0判) 71 (29. 7覧) 41 (38.3弘) 37 (34.6免)




平成 1年度 平成 15年度 平成 1年度 平成 15年度
全体 226 226 90 90 
以前から吸わない 61 (27.0免) 58 (25. 7九) 76 (84.4%) 76 (84.4九)
現在、喫煙習慣あり 130 (57.5九) 121 (53.5切) 12 (13.3%) 10 (11.1泊)




平成 1年度 平成 15年度
全体 236 236 
30分未満 67 (28.4九) 42 (17.8私)
30分以上 1時間未満 81 (34.3覧) 91 (38.6免)
1時間以上 2時間未満 43 (18.2九) 51 (21. 6九)




平成 1年度 平成 15年度
全体 235 235 
ほとんどしていない 40 (17.0九) 37 (15.7九)
あまりしていない 82 (34.9%) 68 (28.9%) 
ある程度している 88 (37.4弘) 106 (45.1九)
かなりしている 25 (10.6免) 24 (10.2覧)
o <平成 1年度在籍者集団についての推移>
原中塩分、カリウム排池量推定値の推移
人数 平成 1年 平成 13年
塩分 男性 225 9. 1 9.0 
(g/日) 女性 70 8.6 8.9 
カリウム 男性 225 36.5 35. 7 
(剛01/日) 女性 70 31. 1 32.4 
女性
平成 1年度 平成 15年度
103 103 
17 (16.5覧) 15 (14.6九)
26 (25.2覧) 22 (21. 4九)
15 (14.6九) 25 (24.3九)
45 (43. 7免) 41 (39.8九)
女性
平成 1年度 平成 15年度
105 105 
9 (8.6免) 5 (4.8切)
21 (20.0%) 22 (21. 0%) 
55 (52.4免) 59 (56.2覧)
20 (19.0免) 19 (18.1九)
平成 14年 平成 15年
9.4 9. 1 
8.8 8.8 
34.5 34. 7 
33.3 31. 7 
<明治ナショナル工業春日工場〉
7/末 B/初 B/中 B/末 9/:初 9/中 9/末 10/初 10/中 10/末 11/初 11/中 11/末 12/初 12/中 12/末
業 定期健康診断 0(4日間)務






















表2 全体介入実施スケジュール(案) (平成13年1月-6月) <明治ナショナル工業春日工場>
1月 2月 3月 4月 5月 6月
備考









アク子ィブポイント 平成12年11月~平成13年4月の6ヶ月間 7月宮での2ヶ月間(rウォー キングで .8月頃に評価のための歩散開
運 キャンペーン 肥活情i同lなど由テー マ存決酌て軒 査
動
ワンポイントアド 。 。 。 。
パイスの発行 (NO.2) (No.3) (NO.4) (NO.5) -昼休みまたは3時休みにスト
レッチングの実施






入 ポス~ 掲示 。 。

















7月 8月 9月 10月 1月 12月
備考


























体 栄 。 ←ーーストの実施

























? ? ? ?
平成14年4月修正
1月 2月 3月 4月 5月 6月
備考


















































表5.全体介入実施スケジュール(案) (平成14年7月 ~12月) <明治ナショナル工業春日工場> 平成14年6月作成
7月 自月 9月 10月 11月 12月
備考
上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬
襲務 健診聞係等 。
共通子ーマ 司庫鋼・~イヱット・肥調 .塩・高血圧・闘量棋車 飲扇【アルコー ル}































栄 イベント 1週間企冒加慣買チうェちッわク) 
聾 カー ド(. ..回入りヲリヤー ホルFー (.加置)
常盤展示















H14.12月 H15.1月 2月 3月 4月 5月
備考
上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬
業務 健診関係等
共通子ーマ 依理{アルコー ル} 高コレステロー ル血症
POPメヱューを中心とした情岨提供 {ホームベ ジ、リ フレット.ポスヲ司も併用)
知埠普及活動 4 ・.......-


























~ イベント 野た車っぷ キャンペー ン
養 に向けての 【割商事鏡、レシピコンテアンケー ト] ベ晶週間 スト}
常盤厘示
....................司............・ー』















H15.4月 5月 6月 7月 8月 日月
備考
上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬
業務 健診聞係等 。
共通子ーマ 高コレステロー ル血症









• ‘ . 。 。
アヲ子ィブポイントキャ 事監レー ス 一ー 惨 事量アドバイスシー トめ











介 外部弁当集者への介 睡噌汁塩分調宜 暗噌汁塩分剤定 峰噌汁塩分割E。 。




(I!宣粛冒予慣防テ0・z討ッ蹟ヲカチーzッドヲ 『・肪』を匝テ轟0ー縄マにした橿イベント ウ野ィ買ーをヲたっぷり宣ベょう栄 アンケー ト帽畢
蔓 公豊 カー ド)
常盤厘示




























































11年度 12年度 13年度 14年度 15年度
東京A杜 2.0 2.0 4.4 
福井B社 2.3 2.9 3. 1 3.2 4.6 
甲府C社 1.4 2.2 2.5 4. 3 
滋賀D社 1.7 1.9 2.2 2.5 3.2 
京都E社 2.4 2.5 3.0 3.3 3.6 


























































































































写真B4 厚生棟喫煙室 左 :手前が喫煙室(窓の換気扇新設)、奥は禁煙休憩室
右:縮小された喫煙室 (天井埋込型排気装置を 2台増設)
一 町一一一一切司自一一一一一一ー 一ー 一
一 一一寸
扇r-=-
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階 喫煙場所 介入前の状況 平成13年度 平成14年度 平成15年度
2002.1.29. 2002.10.4. 2003. 12. 15. 
ケムリシュラン 対策内容 ケムリシユラン 対策内容 ケムリシュラン 対策内容
8 F 喫煙室 給湯室で喫煙、排気がなく漏れ有り 2 2 4 0喫煙室に換気扇を設置
7 F 喫煙室 給湯室で喫煙、排気がなく漏れ有り 2 2 4 0喫煙室に換気扇を設置
7 F 喫煙室 給湯室で喫理、排気がなく漏れ有り 2 2 4 0喫煙室に換気扇を設置
5F 喫煙室 給湯室で喫煙、排気がなく漏れ有り 2 2 4 0喫煙室に換気扇を設置
4F 喫煙室 給湯室で喫煙、排気がなく漏れ有り 2 2 4 0喫煙室に換気扇を設置
3 F 喫煙室 給湯室で喫煙、排気がなく漏れ有り 2 2 4 0喫煙室に換気扇を設置
2F 禁煙フロア 健康管理室があり禁煙 5 5 5 
1 F 喫煙室 給湯室で喫煙、排気がなく漏れ有り 2 2 5 0終日全面禁煙
喫9煙時かの曝b露5時は小までさ禁い煙が、タアイムセでス上受動は
全ての執務室 1* 5 0終日全面禁煙
地下 喫煙室 かなり漏れがある、室外にも灰皿有り 2 2 2 禁煙化予定、現状は漏れあり
食堂 原則禁煙 喫茶の喫煙席と隣接、ルー ル違反有り 3 3 5 0終日全面禁煙
喫茶 喫煙可 分煙されていない 5 0終日全面禁煙
お客様 正面ロビー 喫煙ベンチと禁煙ベンチが近接 2 2 5 0終日全面禁煙
お客様 ロビーサイド 全て喫煙ベンチ 2 2 5 0終日全面禁煙
お客様 公衆電話 灰皿有り 5 0終日全面禁煙
お客棟 側面受付 受付とベンチに灰皿 5 O終日全面禁煙
東京A社における受動喫煙対策アセスメン卜
? 。 。
|ケムリシュラン平坦tl2.9~ μ_j)j 1_ 4.4 1 
0は当該年度に改善が行われたことを示す、
表4
建屋 喫煙場所 介入前 半成15年度平成1年度 平成12年度 キ成13年度 ヰ成14年度
1999/11/29 メールのみ 2001/10/4 2003/1/22 2003/12/16 
ケムリシュラン ケムリシl ラン 対策内容 ケムリシュラン 改善提案 ケムリシュラン 改善提案 ケムリシュラン 対策内容
0出入口1=のれん設置。ただ
工場棟1 喫煙室、 ドア無 出入口のれん、椅子配置変更 し、もう少し長いのれんが必
F 面談室1-1 し、排気なし 2 2 2 が必要。 4 要。 4 出入口にのれん
工場棟1
喫煙室、空気清 (;RI])わずかに位置が移動し 0喫煙室撤去、全
廊下1-2 浄機 2 2 2 排気の新設が必要 2 ている。排気の新設が必要。 5 面禁煙
工場棟1 喫煙室、 空気装気清置 排気装置を25cml=交換、ガフ 排気装置を25cmに交換、ガフ 0喫煙室撤去、全





F 2 2 2 は必要 2 lま 5 面禁煙
(;RI])隙間パナ埋め。粉じん
工場棟2 喫煙室、排気装 喫煙室に弱い排気装置、ガラ 測の強定化で漏れは無いが、換気扇 0喫煙室撤去、全
F 総合事務所 置 4 4 O閉じ室内で移転 4 リ1/2撤去 4 が必要。 5 面禁煙
工場棟2 喫煙室、 空気装気置清 0喫煙室撤去、全
F 廊下2-2 浄機、排 2 2 2 可能なら排気強化 2 可能なら排気強化が必要。 5 面禁煙
工場棟2 喫煙室、 空気気装置清 排気装置を25cmlこ交換、ガフ (測)排気装置を25cmに交 0喫煙室撤去、全
F 廊下2-3 浄機、排 4 4 4 リ撤去 4 換、ガラリ撤去が必要 5 面禁煙
壁、窓を通して排気装置の強 (測)壁、窓を通して排気装
工場棟2 喫煙室、空気清 化が必要。最低でも60m3/分 置の強化が必要。最低でも 0喫煙室撤去、全
F 廊下2-4 浄機、排気装置 2 2 2 は必要。 2 60m3/分は必要。 5 面禁煙
福井B社における受動喫煙対策アセスメント
研修棟 屋外 5 5 5 5 5 
食堂棟
喫煙コーナーの
食堂 み 2 2 0禁煙席設定 (4~ 5 o H 13.10.3完全禁煙 5 5 
0喫煙スペス縮
厚生棟 休憩室
分煙なし、空気 o (;RI])換気扇4台を増設、 小、排気強化、漏
清浄機 4 0喫煙室と禁煙室l 4 排気を強化、ガラリ設置 4 ドアが閉まらない工夫あり 4 れ無し
動力棟
喫煙コーナーの O天井力一ァン、排気装置設 0喫煙コ ナ 1敵
入り口 み 2 2 2 4 置された 5 去、全面禁煙
動力棟 工務 0事務室内禁煙化
事務室内禁煙化、廊下で喫煙
分煙なし 5 5 コーナー 5 5 
動力棟
|装分煙置なし、排気 喫煙室の計画中。一時的に室 0喫煙室新設、換
マシンセン告ー 1台 5 0室内禁煙、屋外里 5 室内禁煙、屋外喫煙 2 内に喫煙コーナー。 4 気扇設置
応接室 分煙なし 分煙なし 分煙なし 分煙なし 分煙なし
会議室
禁煙(時に喫煙
あり) 禁煙(時に喫煙あl 禁煙(時に喫煙あり) 禁煙(禁煙率は向上中) 5 0禁煙化
? ?
?】?
Iヶムリシュラン平均点I2. 3 I 2.~ J l 3.1 I I 3. 2 I I 4.6 I 
0・当該年度に受動喫煙対策の改善が行われたことを示す。 (測)は粉じん濃度測定をおこなった場所を示す。
表5 山梨C社における受動喫煙対策アセスメント
巡視の順番 喫煙場所 介入前 平成12年度 平成13年度 平成14年度 平成15年度
2000/5/10 2001/9/4 電話とメールで応答 2003.4.29. 
ケムリシュラン ケムリシュラン 対策内容 ケムリシュラン 対策内容 ケムリシュラン 対策内容
事務応接室 全体換気扇 1台のみ
2 事務 1階休憩室 全体換気扇 1台のみ 5 O(測)屋外で喫煙
3 事務4階休憩室 全体換気扇 1台のみ 5 o CiHI])禁煙化02.6. 喫煙室化 O(測)04. 01. 
4 K2/1階休憩室 天井排気装置4ケ所 5 O(測)禁煙休憩室04.01.
K2/1階倉庫 喫煙室化 O(測)排気強化04.1.
K2/3階休憩室 天井排気装置1ヶ所 5 O(潰1])禁煙休憩室04.01.
5 K4/1階会議室 対策無し 5 0禁煙化 5 喫煙室化 O(測)電線休憩室03.08.
K4/1階休憩室 対策無し 4 4 5 O(測)禁煙休憩室03.04.
6 K4/2階休憩室 対策無し 4 4 4 5 O(測)禁煙休憩室04.01.
K4/3階休憩室 4 4 4 喫煙室化 O(潰1])排気強化04.01.
7 本館2期休憩室 天井空気清浄機 1台のみ 5 O(潰1])禁煙休憩室04.01.
8 本館 1期休憩室 全体換気局2台のみ 喫煙室化 O(測)排気強化04.01.
9 生技休憩室 全体換気扇 1台のみ 5 O(測)屋外で喫煙
10 食堂談話室 天井空気清浄機2台 2 2 4 O(測)喫煙室+排気 4 O(測)排気強化
1 Di生産会議室 対策無し 視察せず 5 0禁煙化 5 5 (事務2階)
12 Di生計応接室 対策無し 視察せず 5 0禁煙化 5 5 (事務2階)
設備技術G電力 対策無し 4 o CiHIJ)喫煙室作成03.10.
東セミ第 1組監視室 対策無し 2 0排気強化03.10.
東セミ第2組監視室 対策無し 4 0喫煙室作成03.10.I 
東セミ第3組監視室 対策無し 4 0喫煙室作成03.10.I 
|ヶムリシュラン平均点 I1.4-'亙.2 I r 2.5 I I 4.31 
0は当該年度に改善がおこなわれたことを、 (測)は測定が実施されたことを示す
表6 滋賀D社における受動喫煙対策アセスメント
巡視の順番 喫煙箇所 現状の対策 平成1年度 平成12年度 平成13年8月1日巡視 平成14年1月四日 平成15年10月27日
視察日 1999/12/13 メールのみ 2002. 8. 1 & 12. 6 2002/11/29 2003/10/27 
ケムリシユフン ケムリシュラン 対策内容 ケムリシュラン 対策内容 ケムリシュラン 対策内容 ケムリシュラン 対策内容
化成品事務所 喫煙コーナーに換気扇1台 2 2 2 改善無し 2 改善無し 2 改善無し
2 第一集会室 分煙なし 改善無し 5 0禁煙化
3 Aプラントミ テインタ童 分煙なし、換気扇 1台 改善無し 改善無し
4 化成品総合研究所 喫煙コー ナ一、垂れ壁、天井排気 2 2 2 改善無し 2 改善無し 4 0のれん設置済み
5 化属品総合研究所寄金蝿重 分煙なし 改善無し 改善無し
6 アサヒ7 ツクコー ポ 分煙なし、換気扇 1台 改善無し 5 0禁煙化
7 購買→樹脂製造部 喫煙コーナ一、換気扇 1台 2 2 4 0喫煙室に排気装置 4 0のれん追加 4 0のれん設置済み
8 製造センター 分煙なし、換気扇2台 2 2 改善無し 2 改善無し
12 接着剤製造課 喫煙コーナ一、換気扇1台 2 2 喫煙室L排気装置 2 喫煙室L排気装置 4 0喫煙室新匝‘複気圏1台、のれん有り 4 
13a 工務課 喫煙コー ナ一、家庭用空気清浄機 2 2 2 改善無し 2 改善無し 2 改善無し
13b 工務課保全 喫煙室1=換気扇 1台 4 4 4 4 初回巡視、天井部分は力一子ン 3 ルール厳守されたし
14a 中間膜製造課 喫煙、禁煙の区分けのみ 2 4 0喫煙室に排気装置 4 喫煙室に排気装置 4 のれん必要 4 のれん設置必要
14b 中間膜技術課 喫煙、禁煙の区分けのみ 2 2 喫煙室に空気清浄機 2 改善無し 2 排気装置が必要 4 0排気装置を新設
16 休憩所、食堂 分煙なし、換気扇 1台 2 喫煙室の設置を検討中 4 0喫煙室を分離、換気扇増額
17 総務課 喫煙コーナ一、換気扇 1台 2 2 4 0喫煙室に排気装置 4 のれんが必要 4 0のれん設置済み
18 ポ ド入り口 喫煙、禁煙の区分けのみ 2 2 2 改善無し 2 改善無し 5 0禁煙化
19 ボード事務室 喫煙コー ナ一、家庭用空気清浄機 2 2 4 0喫煙室に排気装置 4 4 0のれん追加
20 ボ ド食堂2F 分煙なし 改善無し T ブール2つが禁煙のみ 2 0中央1=7コ-Tイオンカーテン
21 センコー食堂 分煙なし 改善無し 巡視なし 2 0換気扇新設
22 j輩横工業→水口加工 分煙なし、換気扇 1台 改善無し 喫煙コーナ一天井開放 4 0喫煙室を分降、換気扇増控
23a 接着技術 喫煙コーナ一、換気扇3台 2 2 2 改善無し 日廃f J亮f
23b ADプロジェクト 喫煙コーナ一、換気扇 1台 2 2 2 改善無し 5 0禁煙化(組織変更) 喫煙コーナー復活
24 ファインケミカル 喫煙コーナ一、換気扇1台 2 4 0喫煙室に排気装置 4 喫煙室1:排気装置 』磨工ピ J亮f
25 FC事務所(平成12年断筆) 4 0喫煙室に排気装置 4 喫煙室に排気ダクト 4 のれん設置済み 4 のれん設置済み
26 度成シリコン(14.7斬聾) 5 0新築時より全館禁煙 5 全館禁煙
27 1壷着技術(14.4新箆) 2 喫煙室の排気強化が必要 2 喫煙室の排気強化が必要
28 アサヒァックコーポ 12年1=移設 初回巡視、分煙なし 分煙なし
29 本館応援室 分煙なし LJl聖善無し 改善無し 5 O禁煙化
|ヶムリシュラシ平均点T1~-.l-f吾l 12.2l I 2.5 I -I 3. 2 I 
0は当該年度に改善が行われたことを示す
表7京都E社における受動喫煙対策アセスメン、
巡視順 建屋 喫煙場所 介入前の状況 |平成1年度 平成12年度 平成13年度 平成14年度 平成1，年玄
12000/1/27 2000/10/11 2001.6.12ι8.2 2002.8.29ι9.6 2003 
|ケAリγユラ lケ.J...J..ュラン 対策内容 ケムリ zラ 改善提案 ケl..')y，"ラ 改善提案 ケムリ 宜著提案 対策内容
検査棟2陪 喫煙コーナー排気薮置1台 2 2 廃止 2 |復活句漏れ有り 2 復活 ;肩iれ 有り '1 ~ーティシヨン必要
北 -ー、 - 4 .3台 (HI3.5) 4 -j暦L 4 東 -、『 4 .2台 (HI3.5) 4 5 コ禁煙化2 F2棟 Z陪 工 E部 喫煙コーナ-排気装置1台 2 2 2 変化無L 2 10ビニール設置 4 コスクリーン延長
F2胡2瞳斬位計 5 5 5 5 4 主企部パー長子占有ィ部シ分ヨをン、ビ換ニー気扇Jレ
3 F2 車2階 重り廊下 喫煙コー ナー l テー ブIL-田宮・・過圃 2 2 2 変化無L 2 |変化無L 2 換気扇+垂れ壁(短い) テ ブル除去+スク'1ーンを小さ〈
F2 2陪置E十 5 5 5 4 Ix?リー ン(三角形川わト斬殴 4 
4 F2 2階 喫煙コーナーのみ 2 2 2 変化壁土 5 10禁煙化 5 
5 'F 2 1階 分煙なL
6 l中央 町棟1陪 廊下 廊下の端に喫煙コーナー 2 2 5 コ禁望企 5 5 |禁煙
E固与a 巡視無L 巡視無L 2 炊事場の換気周のみ 2 直生.!!H 2 れあり
|奥扇半あ分とに1台のれん必要+換気
7 |中央新棟Z階 室内禁煙 5 5 5 5 唾
Eロ・; 巡替無 1 巡視無L 2 晶の換気周のみ 4 hドア二のれん訟置ずみ 4 唾 |窓を開放しむいlレー ルが必要
|中央新棟3陪 Bt 巡干F無 L 巡視痕L 2 置型里~厨のみ 2 1;":耳 鳴の換気厨 2 事場の換気扇 |換気扇増強とのれん必要
|中央新棟4階 si 巡捗 無 L 巡視無L 2 掲の換気扇のみ 2 I:t;司 場の換気扇 2 事場の換気扇 |型車璽塑量とのちん必要
8 F4棟 1陪 信i l分煙な 排気装置 1台 ;無L [jf{ 轄し |スクリーン新設
9 'F 棟階 |工場開休阻所 |分煙なL 変化無L 4 [0天井ファンに7.'1リーン 5 
l化Oと事、し務遮て室使り廊用工下場部分ともを喫脚煙室
10 'F 』軍 瞳 哩ヨァ土三|スクリーンと排気装置 1台 4 4 4 4 4 H聞・&:-h
1 15 l~室 |分煙な 2 】肝詩 E井Jlン lこ~?')-ン 5 10禁煙化
12 15 i室 |以前より禁煙(恩望室で喫煙) 5 5 5 5 5 
:5 事 4 10スクリーン+排気筆置
13 14 i室 |事務室一角が喫煙コーナー 2 2 5 コ禁煙1じ(H13.4月) 5 5 
14 事 巡視無L 巡視無L 2 換気扇 1台 (HI3.7月) 2 |換気廟1台 (HI3.1月) 2 車生あり分煙 天井にスクリーン必要
14 l311 |重役フロア 巡視無L 巡視無L |巡視せず |巡視せず |巡視せず
15 i~ 冒 |事務室 Iより禁煙 5 5 禁煙 5 禁煙 5 禁煙 5 書l
12皆 |廊下 !コーナーのみ 2 2 2 慢気周 1台 (HI3.5月) 4 。天井に1仰せ量量J!'i: 4 漏れ無L
;館1階ロピー |全体に灰皿 隈 l化予定
16 E堂 |宣堂 2 10量れ畳+排気量置 2 2 2 窒堅生査検討
17 E一会譜室 Eι 5 コ完全禁煙化 5 5 
18 lニ会譜室 E払 5 コ完全禁煙化 5 5 
19 新検査担2聞事務室 堅L 帳 2 r、コ~.5!~き 2 匝E雪掌スクリー， +fl~量置 2 不完全スクリーン+排気装置 スクリーン要補修
20 斬検査槙2聞エ椙向 IH 帳 4 コスクリーン+排気装置 4 |スヲリーン+排気装置 4 スクリーン+排気装置 縮小が必要
21 物涜謀手前 |分煙tJ:L I!L 帳 |椅子の配置を改善 5 lD14年 9月禁煙化
物流課奥 |完全禁煙 隈L 際 5 5 5 
22 F 1視1用供晶司区画lIi lー ナーのみ 需L 無 2 2 2 重型紫煙として灰皿を屋外へ
??
??






事業所 2000'1二度 2001年度 2002年度 2003年度
開始lI!n~J I~ ※6/1 ※11/1 I~ ※7/1 人 ※5/1 ※12/1 
参加者数(人) ¥ 37 28 ¥ 19 ¥ 8 37 傾)l'日社 ¥ ¥ ¥ 成功者数(人) 11 15 10 5 27 
達成不(%) ¥ 37.8 53. 6 ¥ 52.6 ~ 62. 5 73.0 
開始H寺J~J ~ 5/31 ※1/23 ※3/31 5/31の(禁途煙中参l年加未可満) まで ※1/17 5/29途(禁中煙参加l年可未)満までの ※10/19 
参加者数(人) ¥ 9 10 10 16 10 4 7 ~II 梨CtJ
¥ 成功者数(人) 5 9 7 1 10 4 5 
連J&不(%) ¥ 55.6 90.0 70.0 68.8 100.0 100.。 71. 4 
I~ l未※満山で(釧の途l年開始ifWj ま 中参5/1 ※8/20 12/6 ※6/17 ※11/22 ※6/30 加可)
参加者数(人) ¥ 18 (ト人1名はニコハ J 17 (内10名は::'J/:Jチ 12 (内3名はJ ハ.J1使 5 (内2名はニコハ.11滋賀川上 7 チ使川なし) 5 使用なし) 4 用なし) 使用なし)
成功者数(人) ¥ 5 (内l名ニコハ。1'1"使 1 (ニコハ。ッチあり : 7(ニコハ.J1あり :3 7(ニコ/'.11あり :5 4 (::'J/: J1あり :2JIJ) 日なし 3) 2 なし:4) 2 なし:2) なし:2) 
達成+i(O;{，) ¥ 71. 1 61. 1 10.0 41. 2 50.0 58. 3 80. 0 
開始|時期l
5/11 8/2 ~ ※7/2(5学(生ニコ実レフ習ト使) Jln 卜¥ ※7/1 (用ニコ)レッ卜使 I~ 
参加者数(人) 9 4 ~ 7 ¥ 8 ¥ 京都I湘 ~ ¥ ¥ 成功者数(人) 6 4 7 8 
i主Ji.見本 (%) 66. 7 100.0 ~ 100.0 ¥ 100.0 ¥ 
開始mり~I 卜¥ 6/19 卜¥ 2/27 I~ ~ 
参加者数(人) ¥ 3 ~ 7 ¥ ~ 兵庫内|
¥ ~ ¥ 卜¥成功者数(人) 3 3 























H氏本1'，:への持f t 、;(~止しく rç;，17 ";よす
材料 (4A分)
米 2カヲプ 梅干の赤ゲソ20g
水 2力-)7 大葉 10g 
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材料 (4人分) r !塩 小さじ1/4
土持. !?F iコショウ少々;?JL三J72 j百 大さじ1
















1人分ItW-1 07Kca Iたんぱく質98g脂肪4.6g塩分1.7g 
調理時間 15分馳抑制問柑助金






















































































たけのこ 30 C g A酒 大2
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...3 つの下車手Jl lij~J 今~
約レン草と生椎茸の柚子浸し
































































有所見者 120人を 3年間にわたって分けて指導すると 1年間に 2クール実施で、












































表 2. 血清コレステロールを対象とした指導結果 (58名)
初回 2ヶ月後 4ヶ月後 6ヶ月後
64.9 65 64.7 64.5 
246.3 244.8 233.4 237.5 
58.5 58.8 58.8 60.7 




表 3 血圧を対象とした指導結果 (85名)
初回 2ヶ月後 4ヶ月後
66.2 66 65.9 
143.3 139.7 140.2 







初回 2ヶ月後 4ヶ月後 6ヶ月後
体重 72.5 71.4 71.3 71.6 








した有所見者は 973名であり、第 3回目スクリーニングではこれらの有所見者に 451名が追加さ






男性 424 (23.0%) 
女性 103 (25.6%) 












































二年度の解析には本研究班で対象となっている 5事業所の従業員で、 1999年度から 2000年度
にかけて第 1回健診を受診し、更に 2年後の第3回健診を受診した男性を解析対象とした。
高脂血症に関しては、第 l回健診時に血清総コレステロール値が 220mg/dl未満で‘かっこれま
でに高コレステロール血症を指摘されたことのない 1，506人を対象とし、 BMIの区分により 3群





高血圧に関しては、第 l回健診時に収縮期血圧 139mmHg未満かっ拡張期血圧 90mmHg未満、かっ
高血圧を指摘されたことのない 2，111人を対象とし、 BMIの区分により同じく 3群 (18.5Kg/m2 
















表 1に第1回健診時の BMI区分別の高コレステロール血症発生率を示した。(表 1)BMI 18. 5 
Kg/m2未満の群からは高コレステロール血症発生率が 4.4%であるのに対して、 BMI18.5-25.0の








の発生率に対して BMI25.0以上群の発生率は有意に増加していた。 (pくO.001) 
表3に男性における第1回健診時のBMI区分別の糖尿病発生率を示した。(表3)BMI 18. 5 Kg/m 
2未満の群からは糖尿病発生率が 3.6見であるのに対して、BMI18.5-25.0の群では発生率は4.7%、








































































































担研究報告書， p254-258， 2002. 
2)児玉和紀、、笠置文善:本介入研究をベースラインとしたコホート研究の可能性についての考
察. -BMIからみた高脂血症ならびに高血圧発生率の検討一.青・壮年者を対象とした生活
























18.5未満 18.5-25.0未満 25.0以上 計
対象者数 102 1，624 385 2，111 
新規発生数 4 82 37 123 
発生率(%) 3.9 5.1 9.6 5.8 
有意性 p>0.5 pく0.001 群間 Trend:p<O.OOI 
表 3.BMI区分別対象者数、糖尿病新規発生数、ならびに累積発生率 (男性)
BMI 
18.5未満 18.5-25.0未満 25.0以上 計
対象者数 161 2.369 683 3，213 
新規発生数 5 99 45 149 
発生率(%) 3.1 4.2 6.6 4.6 




















としたものとしては、米国の MinnesotaHeart Healthプログラム、 StanfordFive-Cityプロジ
ェクト、フィンランドの NorthKareliaプロジェクトが有名である。また職域を対象とした































o. 77-0. 85)、3年後には 0.88(9同信頼区間:O. 83-0. 92) となり、依然としてモデル集団より

































著者氏名 論文タイトル名 書籍全体の 書籍名 出版社名 iJ¥版地 出版年 ヘ-j
編集者名
問中太一郎、 集団全体への対 上島弘嗣、 動脈硬化・老年 メジカル 東京 2001 154-156 
岡村智教 策の基本 小津利男 病予防健診マ ヒ、.ュ一社
ニュアル
由回克士、 環境整備.栄養 上島弘嗣、 動脈硬化・老年 メジカル 東京 2001 157-159 
千葉良子 小津利男 病予防健診マ ビ、ュ一社
ニュアル
ゴ浦克之 環境整備.運動 上島弘嗣、 動脈硬化・老年 メジカル 東京 2001 160-161 
小j宰利男 病予防健診マ ビ、ュ一社
ニュアル
大和浩、 環境整備.喫煙 上島弘嗣、 動脈硬化・老年 メジカル 東京 2001 162-163 
門脇崇 対策 小津利男 病予防健診マ ビ、ュ-1土
ニュアル
岡村智教、 高血圧の発見・ 矢崎義雄、 臨床高血圧 朝倉書広 東京 2002 19-24 
上島弘嗣 管理・治療 島田和幸
大和 、1生ロ How To喫煙対 中央労働災害 How To喫煙対 中央労働 東京 2002 全(1-32)
策~空間分煙で 防止協会 策~空間分煙 災害防止
快適職場づくり で快適職場づ 協会
~ くり~
岡村智教、 生活習慣病予防 生活習慣病予 生活習慣病予 (株)保健 東京 2004 全
上島弘嗣、他 キット「みんな 防のための長 防キット「みん 同入社
で健康くん」 期介入研究班 なで健康くん」
雑誌(英文)
発表者氏名 論文タイトル名 発表誌名 巻号 へ一') 出版年
Tanaka T， A simple method to estimate ] Hum 16 97-103 2002 
Okamura T， populational 24-hour urinary sodium Hypertens 
¥1iura K， 81. and potassium excretion using a casual 
a1. urlne speclmen. 
Okamura T， Specific alcoholic beverage and Blood ] Hum 18 9-16 2004 
Ueshima 1-， pressure in a middle-aged ]apanese Hypertens 
et a1. population.-The High Risk and 
Population Strategy for Occupational 
Health Promotion (HIPOP-OHP) study. 
-287-
Okamura T， I The High Risk and Population Strategy I ] Hum 
Ueshima 1-， I for Occupational Hea1th Promotion I Hypertens 
e1. a1. 
Tamaki ]，
(HIPOP-OHP) study. -Study Design and 
Cardiovascul日r Risk Factors at the 
Baseline survey-. 
Stages 01' Change for sal t intake and I Hypertens 
Ueshima 1-， I urinary salt excretion: Baseline I Res 
et a1. I resul ts from the High-risk and 
Population Stτategy for Occupational 
Hoalth Promotion (HIPOP-OHP) Study. 
Yoshi ta K， I Too1s and i ts eva1uation for a I Environment 
Ueshima 1-， I population strategy on lifestyle I a1IIea1th 
et a1. I modification from tho High-risk and I and 
Population 
Occupational 
(lI[POP) S tudy. 
Strategy for I Preventi ve 
Heal th Promotion I Medicine 
Okamura T， I Methodological issues for a Environment 












lifestyle modification: Jnterim and 
assessmon t of The High-risk and I Preventi ve 
Population Strategy for Occupational I Medicine 
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